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SIP トランク設定
SIPトランクのセットアップに、SIPトランクを Cisco Unified Communications Managerに設定する
ために必要な手順の概要を、関連する手順とトピックの参照先とともに示します。

SIP 電話の設定
電話機の設定に、SIPを実行するCiscoUnified IP Phoneを設定するために必要な手順の概要を示し
ます。

SIPを実行するサードパーティの電話機を設定する場合は、『CiscoUnifiedCommunicationsManager
アドミニストレーションガイド』を参照してください。
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SIP ネットワーク
SIPネットワークは、次のコンポーネントを使用します。

• SIPプロキシサーバ：このプロキシサーバは、クライアントから SIP要求を受信して、クラ
イアントの代わりに要求を転送する中間デバイスとして機能します。プロキシサーバは、

認証、許可、ネットワークアクセス制御、ルーティング、信頼性の高い要求再送、セキュリ

ティなどの機能を提供します。

•リダイレクトサーバ：リダイレクトサーバは、メッセージが進むべきネクストホップに関
する情報を 1つ以上クライアントに提供します。その後、クライアントは、次のホップサー
バまたユーザエージェントサーバと直接接続します。

•登録サーバ：登録サーバは、現在のロケーションの登録を求めるユーザエージェントクラ
イアントからの要求を処理します。リダイレクトまたはプロキシサーバには、登録サーバ

が含まれる場合があります。

•ユーザエージェント（UA）：UAは、コールを開始および受信するユーザエージェントク
ライアント（UAC）とユーザエージェントサーバ（UAS）の組み合わせで構成されます。
UACが SIP要求を開始します。 UASは、SIP要求を受信したときにユーザに連絡するサー
バアプリケーションです。要求を受信すると、UASがユーザの代わりに応答します。Cisco
UnifiedCommunicationsManagerは、サーバとクライアントの両方（バックツーバックユーザ
エージェント）として動作できます。

SIPは、要求/応答方式を使用して、ネットワーク内の各種のコンポーネント間の通信を確立し、
最終的に 2つ以上のエンドポイント間のコールまたはセッションを確立します。 1つのセッショ
ンには、複数のクライアントおよびサーバが使用されます。

SIPネットワーク内のユーザの識別は、次の方法で行われます。

•一意の電話番号または内線番号。

•電子メールアドレスと同じように表示され、sip:<userID>@<domain>形式を使用する一意の

SIPアドレス。ユーザ IDは、ユーザ名または E.164アドレスのいずれかを使用できます。
Cisco Unified Communications Managerは、E.164アドレスだけをサポートし、電子メールア
ドレスはサポートしていません。

• Cisco Unified Communications Manager上で SIPルートパターンによってサポートされている
電子メールアドレス形式 (employee@company.com)。

SIP および Cisco Unified Communications Manager
どのプロトコルを使用する場合も、コールを受信および発信するためには、シグナリングイン

ターフェイス（トランク）またはゲートウェイのいずれかを作成する必要があります。 SIPに関
しては、SIPトランクを設定する必要があります。
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次の図に示すように、SIPトランクは、Cisco Unified Communications Managerネットワークを SIP
プロキシサーバが提供する SIPネットワークに接続します。他のプロトコルと同様に、SIPコン
ポーネントは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerアーキテクチャのデバイス層に適合します。
H.323プロトコルの場合、複数の論理 SIPトランクをCisco Unified CommunicationsManagerデータ
ベースに設定し、ルートグループ、ルートリスト、およびルートパターンに関連付けることが

できます。1つの論理SIPインターフェイスに障害が発生した場合に冗長性を提供できるように、
他の論理SIPインターフェイスは同一のルートグループリストにサービスを提供します。複数の
Cisco Unified Communications Managerノードを SIPトランクデバイスプールに割り当てると、冗
長性も実現できます。

SIPトランクはすべてのノードで同時に実行でき、Cisco Unified Communications Managerは指定さ
れたノードにアクセスできる使用可能なSIPトランクからランダムに選択できます。システムは、
長期間平均して、コアクラスタ内の 16のノードすべてが均等に使用されるようにします。これ
により、システムリソースがアイドル状態のノードがある一方で、持続不可能なコール負荷を処

理するノードがあるという状況が生じません。

SIP ICTでの外部番号への折り返しはサポートされていません。（注）

図 1：SIP と Cisco Unified Communications Managerの相互対話

SIPトランクは、複数ポートベースのルーティングをサポートしています。 Cisco Unified
Communications Managerの複数の SIPトランクがポート 5060（デフォルト）を使用でき、このデ
フォルト値は、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定(SIP Trunk Security Profile
Configuration)]ウィンドウで設定できます。 TCP/UDPでは、SIPトランクはリモートホストおよ
びローカルリスニングポートを使用してルーティングを行います（リモートホストは、IP、
FQDN、または SRVで構成できます）。 TLSでは、SIPトランクは、X.509のサブジェクト名を
使用してルーティングを行います。

SIPトランクおよび SIPステーションからのサービス拒否（DoS）攻撃を防止するために、Cisco
Unified CommunicationsManagerは、プラットフォーム層に備えられている SIP UDPポートスロッ
トリング機能を使用します。 SIP UDPポートスロットリングのしきい値は、10,000パケットの
バーストで秒あたり 35パケットに設定されています。スロットリングのしきい値は、システム
のインストール中に設定され、変更できません。
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SIPトランクの場合、Cisco Unified Communications Managerは、設定された SIPトランクの宛先ア
ドレスと IPアドレスが一致する SIPデバイスからのコールのみを受け入れます。また、SIPメッ
セージが着信するポートは、SIPトランク上で設定されたポートと一致している必要があります。
コールが受け入れられると、Cisco Unified Communications Managerは SIPプロファイル設定の [着
信要求を新規トランクへと再ルーティングする基準(Reroute Incoming Request to new Trunk based
on)]の設定値（コールが着信する SIPトランク上に設定されている）を使用して、コールを別の
SIPトランクに再ルーティングするかどうかを決定します。この設定値に応じて、Cisco Unified
Communications Managerは次のいずれかのタスクを実行します。

•別の SIPトランクに再ルーティングしない。

• contactヘッダーにある IPアドレスまたはドメイン名とポート番号を解析し、その情報がい
ずれかの SIPトランクと一致するかどうかを確認する。SIPトランクが見つかった場合は、
コールを再ルーティングします。SIPトランクが見つからない場合は、コールが着信したSIP
トランクがコールを処理します。

• Call-Infoヘッダーの IPアドレスまたはドメイン名とポート番号を解析し、パラメータ
purpose=x-cisco-origIPを探し、IPアドレスとポートがいずれかの SIPトランクに一致するか
どうかを確認する。SIPトランクが見つかった場合は、コールを再ルーティングします。SIP
トランクが見つからない場合、またはこのパラメータがCall-Infoヘッダー内に存在しない場
合は、コールが着信した SIPトランクがコールを処理します。

メディアターミネーションポイント（MTP）デバイス
Cisco Unified Communications Manager SIPデバイス（回線およびトランク）が常にMTPを使用す
るように設定できます。MTPを使用しないように設定パラメータが設定されている場合（デフォ
ルトの場合）、Cisco Unified Communications Managerは、コールの DTMF方式に互換性がなけれ
ば、動的にMTPを割り当てようとします。たとえば、SCCPを実行する電話機はアウトオブバン
ドのDTMFだけをサポートし、SIPを使用するCiscoUnified IP Phone（7905、7912、7940、7960）
は RFC2833だけをサポートします。 DTMF方式が同一でないため、Cisco Unified Communications
ManagerはMTPを動的に割り当てます。ただし、RFC2833とアウトオブバンドをサポートし、
SCCPを実行する電話機（CiscoUnified IP Phone 7971など）が SIPを使用するCiscoUnified IP Phone
7940にコールした場合、Cisco Unified Communications Managerは、両方の電話機が RFC2833をサ
ポートしているため、MTPを割り当てません。それぞれの電話機で同じタイプの DTMF方式が
サポートされているため、MTPは不要です。
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Cisco Unified CommunicationsManagerには SIP IP Phone用に [メディアターミネーションポイン
トが必須(Media Termination Point Required)]チェックボックスが用意されていますが、SIPを実
行する Cisco Unified IP Phoneに対してこのチェックボックスをオンにしないでください（こ
のチェックボックスは、サードパーティの汎用 SIP IP Phoneだけに使用してください）。この
チェックボックスをオンにすると、共有回線など、Cisco Unified Communications Managerの機
能に問題が発生することがあります。このチェックボックスがオフである場合でも、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerは必要に応じて動的にMTPを挿入します。したがって、Cisco
Unified IP Phoneに対して [メディアターミネーションポイントが必須(Media Termination Point
Required)]チェックボックスをオンにする利点はほとんどあるいはまったくありません。

（注）

[メディアターミネーションポイントが必須(Media Termination Point
Required)] オプションが有効な SIP デバイスのリージョンの設定

リージョンの関係を設定する場合は、コールに使用されるすべてのデバイスにとって十分な帯域

幅のオーディオコーデックを選択する必要があります。これには、同じリージョンのデバイスお

よび別のリージョンのデバイスに対するコーデックの設定が含まれます。 SIPを使用するように
トランクまたはサードパーティの電話機を設定し、[メディアターミネーションポイントが必須
(Media Termination Point Required)]が有効である場合、Cisco Unified Communications Managerの管
理ページの [MTP優先発信コーデック(MTP Preferred Originating Codec)]フィールドではG.711コー
デックしか選択できません。 [メディアターミネーションポイントが必須(Media Termination Point
Required)]オプションが有効な SIPトランクまたは SIPを実行するサードパーティ電話機をその
リージョンのデバイスプールに割り当てる場合、SIPデバイスとMTPデバイスの間のリージョン
の関係は、帯域幅が同等以上のコーデック（G.711コーデックまたはワイドバンド/AAC-LD
（mpeg4-generic）コーデック）を使用するように設定されていることを確認する必要があります。

SIP サービスパラメータ
SIPタイマーとカウンタは、異なるサーバの機能に応じて個別に設定できます。

SIP の相互運用性
SIP Interoperability Enabledサービスパラメータは、Cisco CallManagerサービスをサポートします
が、このパラメータによって、SIPステーションおよび SIPトランクの Session Initiation Protocol
（SIP）を Cisco Unified Communications Managerがサポートするかどうかが決まります。 SIPを実
行するデバイス（電話機やトランクなど）がある場合は、このパラメータを [True]に設定する必
要があります。このパラメータを [False]に設定すると、Cisco Unified Communications Managerは
SIPメッセージを無視するため、SIPデバイスが機能しなくなります。つまり、SIPを実行する電
話機が Cisco Unified Communications Managerに登録されず、SIPトランクが Cisco Unified
Communications Managerと対話できなくなります。デフォルト値は [True]です。このパラメータ
の値を変更した場合は、Cisco CallManagerサービスを再起動する必要があります。

Cisco Unified Communications Manager システムガイド、リリース 10.0(1)    
5

Session Initiation Protocol
[メディアターミネーションポイントが必須(Media Termination Point Required)] オプションが有効な SIP デ

バイスのリージョンの設定



SIP タイマーとカウンタ
SIPタイマーとカウンタは、設定可能なサービスパラメータとして機能します。次の表では、各
種の SIPタイマーとカウンタについて説明し、それぞれのデフォルト値と範囲値を示します。

表 1：Cisco Unified Communications Manager がサポートする SIP タイマー

定義デフォルト範

囲

デフォルト値タイマー

Cisco Unified Communications Managerが
INVITEを再転送するまで、100応答を待
機する時間。

100～ 1000500ミリ秒Trying

CiscoUnified CommunicationsManagerが 2xx
応答を INVITEに再転送するまで、ACK応
答を待機する時間。

100～ 1000500ミリ秒Connect

Cisco Unified Communications Managerが
BYE要求を再転送するまで、2xx応答を待
機する時間。

100～ 1000500ミリ秒Disconnect

INVITE要求に与えられた有効時間。60000～
300000

180000ミリ秒Expires

Cisco Unified Communications Managerが
reliable1xx応答を再転送するまで待機する
時間。

100～ 1000500ミリ秒rel1xx

Cisco Unified Communications Managerが
PRACK要求を再転送するまで待機する時
間。

100～ 1000500ミリ秒PRACK

このパラメータには、Cisco Unified
Communications Managerが PUBLISH要求
を再送信するまでの最長待機時間をミリ秒

単位で指定します。応答を受信しないま

ま、このタイマーで指定した期間が経過し

た場合、Cisco Unified Communications
Managerはこのタイマーが時間切れになっ
た時点で要求を再送信します。

100～ 1000500ミリ秒PUBLISH
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SIPデバイスが TCP転送を使用しているときにタイマーがタイムアウトすると、SIPデバイス
は再転送を行いません。デバイスの再試行は、TCPに依存します。

（注）

表 2：Cisco Unified Communications Manager がサポートする SIP 再試行カウンタ

定義デフォルト範

囲

デフォルト値再試行カウンタ

INVITEの再試行回数。1～ 106INVITE

RESPONSEの再試行回数。1～ 106Response

BYEの再試行回数。1～ 1010BYE

Cancelの再試行回数。1～ 1010Cancel

PRACKの再試行回数。1～ 106PRACK

Reliable 1xx応答の再試行回数。1～ 1010Rel1xx

このパラメータには、CiscoUnified
Communications Managerが
PUBLISHメッセージを再送信する
回数を指定します。

1～ 106PUBLISH

サポートされるオーディオメディアタイプ

次の表は、サポートされている各種オーディオメディアタイプの説明です。

表 3：サポートされるオーディオメディアタイプ

コメントペイロードタ

イプ

エンコーディング

名

タイプ

0PCMUG.711 u-law

3GSMGSM Full-rate

4G723G.723.1

8PCMAG.711 A-law

9G722G.722
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コメントペイロードタ

イプ

エンコーディング

名

タイプ

利用可能な範囲は 96～ 127動的に割り当

て

G7221G.722.1

15G728G.728

annexAとBのすべての組み合わせを
サポート

18G729G.729

利用可能な範囲は 96～ 127動的に割り当

て

テレフォニーイベ

ント

RFC2833 DTMF

利用可能な範囲は 96～ 127動的に割り当

て

mpeg4-genericAAC-LD
（mpeg4-generic）

利用可能な範囲は 96～ 127動的に割り当

て

MP4A-LATMAAC-LD
（MP4A-LATM）

利用可能な範囲は 96～ 127動的に割り当

て

iLBCILBC

利用可能な範囲は 96～ 127動的に割り当

て

AMRAMR

利用可能な範囲は 96～ 127動的に割り当

て

AMR-WBAMR-WB

サポートされるビデオメディアタイプ

次の表は、サポートされている各種ビデオメディアタイプの説明です。

表 4：サポートされるビデオメディアタイプ

ペイロードタイプエンコーディング名タイプ

31H261H.261

34H263H.263

利用可能な範囲は 96～ 127H263-1998H.263+

利用可能な範囲は 96～ 127H263-2000H.263++
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ペイロードタイプエンコーディング名タイプ

利用可能な範囲は 96～ 127H264H.264

サポートされるアプリケーションメディアタイプ

次の表は、サポートされているアプリケーションメディアタイプの説明です。

表 5：サポートされるアプリケーションメディアタイプ

ペイロードタイプエンコーディング名タイプ

利用可能な範囲は 96～ 127H224H.224 FECC

サポートされる T38fax ペイロードタイプ
次の表は、サポートされている各種アプリケーションメディアタイプの説明です。

表 6：サポートされる T38fax ペイロードタイプ

ペイロードタイプエンコーディング名タイプ

N/A該当なしT38fax

トランクの SIP プロファイル
SIPトランクと SIPエンドポイントは、SIPプロファイルを使用します。 SIPトランクは、SIPプ
ロファイルを使用して [デフォルトテレフォニーイベントペイロードタイプ(DefaultTelephonyEvent
Payload Type)]、[180で早期メディアを無効化(Disable Early Media on 180)]、および [着信要求を新
規トランクへと再ルーティングする基準(Reroute Incoming Request to new Trunk based on)]設定値を
定義します。SIPプロファイルの詳細については、エンドポイントのSIPプロファイル, （59ペー
ジ）を参照してください。

SIP トランクセキュリティプロファイル
Cisco Unified Communications Managerの管理ページでは、SIPトランクのセキュリティ関連設定を
グループ化し、単一のセキュリティプロファイルとして複数の SIPトランクに割り当てることが
できます。セキュリティに関連する設定には、デバイスセキュリティモード、ダイジェスト認

証、および着信/発信転送タイプの設定があります。設定した値をSIPトランクに適用するには、
[トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウでセキュリティプロファイルを選択します。
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Cisco Unified CallManager と Cisco Unified Communications Manager の各
リリース間の SIP トランク

Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0以降および Cisco Unified CallManagerリリース
4.0以降（5.xを含む）は、SIPトランクで使用される場合、転送タイプとして TCPおよびUDPを
サポートしています。ただし、リリース 4.xは SIPコールごとに TCP接続を 1つ使用します。リ
リース 5.xおよび 6.x以降では、複数の SIPコールに同一のTCP接続で対応できます（これはTCP
接続の再利用と呼ばれます）。

次のシスコ製品はTCPをサポートしています。ただし、すべてがTCPの再利用をサポートしてい
るわけではありません。

• Cisco Unified CallManagerリリース 4.1：TCP接続の再利用は不可

• Cisco Unified CallManagerリリース 4.2：TCP接続の再利用は不可

• Cisco Unified CallManagerリリース 5.0(2)：TCP接続の再利用が可能

• Cisco Unified CallManagerリリース 5.1(x)：TCP接続の再利用が可能

• Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0（x）以降：TCP接続の再利用が可能

• Cisco IOS 12.3(8)T以降：TCPの再利用が可能

• Cisco IOS 12.3(8)Tよりも前：TCPの再利用は不可

次の表に、Cisco Unified CallManagerと Cisco Unified Communications Managerの各リリース間およ
び IOSゲートウェイでサポートされる SIPトランク接続を示します。

表 7：SIP トランクの互換性マトリクス

IOS 12.3(8)T より
も前

IOS 12.3(8)TCisco Unified
CallManager 5.x および
Cisco Unified
Communications
Manager 6.x

Cisco Unified
CallManager リリース
4.x

UDP/TCPUDPのみUDPのみUDP/TCPCisco Unified
CallManagerリ
リース 4.x

UDPのみUDP/TCPUDP/TCPUDPのみCisco Unified
CallManager 5.x
および Cisco
Unified
Communications
Manager 6.x以降

UDPのみUDP/TCPUDP/TCPUDPのみIOS 12.3(8)T
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IOS 12.3(8)T より
も前

IOS 12.3(8)TCisco Unified
CallManager 5.x および
Cisco Unified
Communications
Manager 6.x

Cisco Unified
CallManager リリース
4.x

UDP/TCPUDPのみUDPのみUDP/TCPIOS 12.3(8)Tよ
りも前

リリース 6.x以降のシステムが複数のコールを TCPベースの SIPトランク経由で 4.xシステムに
発信した場合、4.xシステムはコールを 1つだけ接続します。残りのコールは接続されません。
4.xシステムと 6.x以降のシステムの間で SIPトランクを使用する場合は、[発信トランスポートタ
イプ(Outgoing Transport Type)]として UDPを使用するように両方のシステムを設定して、リリー
ス 4.xシステムと 6.x以降のシステムとの間のコールが適切に接続されるようにする必要がありま
す。

UDPを設定するには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用します。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 4.xシステムに接続するリリース 6.0以降のシ
ステムでは、[SIPトランクセキュリティプロファイルの設定(SIP Trunk Security Profile
Configuration)]ウィンドウで、[発信トランスポートタイプ(Outgoing Transport Type)]として
UDPを選択します。

•リリース 6.x以降のシステムに接続する Cisco Unified CallManagerリリース 4.0以降のシステ
ムでは、[トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで、[発信トランスポートタイプ
(Outgoing Transport Type)]として UDPを選択します。

SIP トランクでの SIP フォーク
SIPトランク上でCiscoUnifiedCommunicationsManagerによって送信されるコール設定（INVITE）
要求は、SIPプロキシで複製し、複数の宛先に転送することができます（この処理はフォークと呼
ばれます）。 Cisco Unified Communications Managerはフォークをサポートしていますが、次の制
限事項があります。

• Cisco Unified CallManagerリリース 4.xは、6つ以上の宛先からの暫定応答（180 Ringingな
ど）を受け付けません。応答のあった最初の 5つ以外の宛先から、成功応答（200 Ok）が返
されても受け付けません。

• Cisco Unified CallManagerリリース 5.xおよび Cisco Unified Communications Managerリリース
6.xは、21以上の宛先からの暫定応答（180 Ringingなど）を受け付けません。応答のあった
最初の 20個以外の宛先から、成功応答（200 Ok）が返されても受け付けません。

•セッション（メディア）記述を含む暫定応答（183SessionProgress）を受け付けたCiscoUnified
CallManagerリリース 4.x、Cisco Unified CallManagerリリース 5.x、および Cisco Unified
Communications Managerリリース 6.xは、同じ宛先からの成功応答（200 Ok）のみ受け付け
ます。セッション記述が暫定応答から成功応答に変更されても受け付けません。
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• Cisco Unified CallManagerリリース 4.x、Cisco Unified CallManagerリリース 5.x、および Cisco
Unified CommunicationsManagerリリース 6.xが暫定応答に対して（SIPの PRACKメソッドを
使用して）受信応答するように設定されている場合、Cisco Unified Communications Manager
は最初に応答のあった宛先以外からの暫定応答および成功応答を受け付けません。

他の設定オプションは、CiscoUnified CommunicationsManagerでのダウンストリーム SIPフォーク
のサポートには影響しません。

SIP の透過および正規化
Cisco Unified Communications Managerは、PBX、ゲートウェイ、サービスプロバイダーなど、さ
まざまなエンドポイントに接続できます。各エンドポイントがそれぞれ別個に SIPプロトコルを
実装することにより、固有の相互運用性問題が発生する可能性があります。 SIPの透過および正
規化によって、Cisco Unified Communications Managerはさまざまな PBXおよびサービスプロバイ
ダーとシームレスに相互運用できるようになります。正規化では、Cisco Unified Communications
Managerを経由するときにプロトコルレベルで着信および発信のSIPメッセージを修正できます。
透過を使用すると、Cisco Unified Communications Managerで、1つのコールレッグから別のコー
ルレッグにヘッダー、パラメータ、およびコンテンツ本体を渡せるようになります。

正規化

メッセージを正規化するために、Cisco Unified Communications Managerではシステムにスクリプ
トを追加または更新し、これらのスクリプトを 1つまたは複数の SIPトランクまたは SIP回線に
関連付けることができます。作成する正規化スクリプトによって、既知または不明なSIPヘッダー
またはコンテンツ本体の内容を保持、削除、または変更できます。正規化スクリプトは、[トラン
クの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで SIPトランクに適用できます。また、[SIPプロファイ
ルの設定(SIP Profile Configuration)]ウィンドウで SIP回線に適用できます。

着信メッセージの場合、正規化は、ネットワークからメッセージを受信した直後に実行されます。

発信メッセージの場合、正規化は、ネットワークにメッセージを送信する直前に実行されます。

正規化は、相手側にあるトランクの接続先デバイスのタイプに関係なく、Cisco Unified
Communications Managerでトランクまたは SIPプロファイルにスクリプトが設定されているすべ
ての SIPトランクまたは SIP回線に適用されます。正規化はコールレッグごとに実行されます。
相手側のコールレッグがSIPである必要はありません。コールには、SIP回線からSIPトランク、
SCCPから SIPトランク、MGCPから SIPトランク、H.323から SIPトランクなどを指定できま
す。

スクリプト環境（さらにはコンテキスト）は、トランクまたはデバイスがリセットされるまでSIP
トランクまたは SIPデバイスの有効期間を超えて保持されます。スクリプトライターは Luaモ
ジュールを実装して、メッセージを操作するコールバック関数のセットを提供します

（inbound_INVITE、outbound_180_INVITEなど）。この環境によって、SIPメッセージおよびSDP
（ある場合）に一連の API経由でアクセスできるようになります。

シスコのスクリプト環境ではメモリ消費が制御されます。設定されているメモリ使用量のしきい

値をスクリプトが超えた場合、エラーが発生します。
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透過

透過とは、1つのコールレッグから別のコールレッグに情報を渡す機能のことです。 SIPの透過
によって、専用ヘッダーなどの着信 SIPメッセージ情報が、Cisco Unified Communications Manager
の片側から相手側に通過できるようになり、これによって、情報が送信 SIPメッセージに含まれ
るようになります。

透過的なパススルーは、SIPトランクから SIPトランクへのコールにのみ適用されます。

このリリースでは、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは次のメッセージタイプの透過をサポー
トしています。

•不明なヘッダー（パススルー）

•不明なパラメータ（パススルー）

•不明なコンテンツ本体（パススルー）

•初期 INVITE、reINVITE、UPDATE、INFO、BYE、18x、200（INVITE、UPDATE）、4/5/6xx

•可能な場合には 1対 1のトランザクション（つまり、reINVITEが相手側の 1つの reINVITE
を開始する）

透過の詳細については、『Developer Guide for SIP Transparency and Normalization』を参照してくだ
さい。

また、Cisco Unified Communications Managerが REFER要求に応じるのではなく、別のエンドポイ
ントに渡すように REFERの透過を設定することもできます。 REFERの透過は、REFER（ブライ
ンド転送の開始）を送信するエージェントがコールの両側から離れた地域に存在する、コールセ

ンターアプリケーションにおいて重要です。 REFERの透過を使用する場合、ローカルの Cisco
Unified CommunicationsManagerは、ローカルエージェントが削除されるとコールからドロップし
ます。 REFERの透過を使用しない場合、コールシグナリングは、転送を開始するエージェント
の Cisco Unified Communications Managerを経由して接続されたままです。コールに関連付けら
れ、MTPデバイスを連続使用するロードは（初期コール時に割り当てられた場合）、転送を開始
するエージェントの Cisco Unified Communications Managerとともに残り、新しいコールの通話者
間のシグナリング遅延につながります。

REFERの透過は、[トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウ（[デバイス(Device)] > [トラ
ンク(Trunk)]）で 1つ以上の SIPトランクと、refer-passthroughスクリプトまたはカスタム REFER
透過スクリプトを関連付けることによって有効にします。 [正規化スクリプト(NormalizationScript)]
グループボックスのフィールドを設定する必要があります。

カスタマースクリプトの作成の詳細については、『Developer Guide for SIP Transparency and
Normalization』を参照してください。 Cisco Unified Communications Managerにカスタマースクリ
プトをアップロードするには、[SIP正規化スクリプト設定(SIP Normalization Script Configuration)]
ウィンドウ（[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [SIP正規化スクリプト(SIP
Normalization Script)]）を使用します。
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SIP 正規化のトレース
Cisco Unified Communications Managerでは、SIP正規化のトレースを使用して、次の機能を実行で
きます。

•コールの失敗のデバッグを目的とした、正規化されなかったメッセージと正規化されたメッ
セージの両方のトレース

•スクリプトのデバッグを目的とした、スクリプトによるトレースの作成

•システムの保守を目的とした、予期せぬスクリプトの失敗時のトレースの作成

スクリプトおよびコールの失敗をデバッグするには、Cisco Unified Serviceabilityの [トレース設定
(Trace Configuration)]ウィンドウの [SDI SIPコール処理の有効化(SDI Enable SIP Call Processing)]
チェックボックスをオンにすることによって、トレースを有効にします。このオプションを使用

すると、正規化の前後で着信 SIPメッセージおよび発信 SIPメッセージをトレースできます。

正規化スクリプトでトレースを有効にしている場合のみ、SIP正規化によってトレースが作成
されます。

（注）

デバッグを目的としてスクリプトからトレースを生成するには、SIPトランクの場合は [トランク
の設定(Trunk Configuration)]ウィンドウ、SIP回線の場合は [SIPプロファイルの設定(SIP Profile
Configuration)]ウィンドウで、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [トレースを
有効にする(Enable Trace)]チェックボックスをオンにします。オンにすると、Luaスクリプトラ
イターに提供される trace.output APIおよび trace.format APIによって SDIトレースが作成されま
す。

スクリプトをデバッグする場合のみトレースを有効にすることをお勧めします。トレースは

パフォーマンスに影響を与えるため、通常の稼働状況では有効にしなでください。

（注）

SDIトレースを有効にすると、CiscoUnified CommunicationsManagerによって、さらに次のトレー
スを含む SDIエラーレベルのトレースが作成されます。

•ロードに失敗したスクリプト

•スクリプトの実行エラー（引数誤り）

•中断されたスクリプト（実行時間が長すぎた）

これらのトレースには、次の情報が含まれます。

• SIPトランク名または SIPプロファイル名

• Luaスクリプト名

•失敗した Luaスクリプトの行番号（該当する場合）

•失敗に固有の情報
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SIP 正規化のアラーム
Cisco Unified Communications Managerによって、SIP正規化スクリプトの使用とエラーが識別され
ます。つまり、スクリプトが開いたときと閉じたときのタイムスタンプ、およびエラーとリソー

ス警告が発生したときのタイプスタンプが、システムによって保持されます。

生成されるアラームは、次のとおりです。

• SIPNormalizationScriptOpened

• SIPNormalizationScriptClosed

• SIPNormalizationResourceWarning

• SIPNormalizationScriptError

• SIPNormalizationAutoResetDisabled

これらのアラームを検索するには、Cisco Unified ServiceabilityでCallManagerアラームカタログに
アクセスします。

SIP 正規化のパフォーマンスカウンタ
シスコの SIP正規化パフォーマンスオブジェクトには、スクリプトのステータスやエラーなど、
正規化スクリプトのさまざまな面をモニタできるカウンタが含まれています。パフォーマンスカ

ウンタの動作は、SIP回線と SIPトランクでわずかに異なります。

• SIP回線では、パフォーマンスカウンタは各スクリプトに 1セットのみ含まれます。 2つの
エンドポイントが同じスクリプトを共有する場合も、これが該当します。

• SIPトランクでは、これらのカウンタのインスタンスは、スクリプトに関連付けられている
各デバイスによって新規に作成されます。デバイスとスクリプトの関連付けを解消するか、

または Cisco Unified Communications Managerの管理ページからデバイスを削除すると、これ
らのカウンタのインスタンスが削除されます。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Real-Time Monitoring Tool Administration
Guide』を参照してください。

依存関係レコード

どのトランクが特定の正規化スクリプトを使用するかを検索するには、CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページの [SIP正規化スクリプト設定(SIP Normalization Script Configuration)]ウィン
ドウにある [関連リンク(Related Links)]ドロップダウンリストボックスで [依存関係レコード
(Dependency Records)]を選択します。 [依存関係レコード要約(Dependency Records Summary)]ウィ
ンドウに、スクリプトを使用しているトランクに関する情報が表示されます。特定のトランクに

関する詳細を検索するには、[トランク(Trunk)]リンクをクリックしてから、[依存関係レコード詳
細(Dependency Records Detail)]ウィンドウでトランクの名前をクリックします。依存関係レコー
ドがシステムで使用可能になっていない場合、[依存関係レコード要約(DependencyRecordsSummary)]
ウィンドウにメッセージが表示されます。

Cisco Unified Communications Manager システムガイド、リリース 10.0(1)    
15

Session Initiation Protocol
SIP の透過および正規化



SIP の機能
Cisco Unified Communications Managerは、SIPコールに関して、この項で説明する機能をサポート
します。

SIP エンドポイントと Cisco Unified Communications Manager 間の基本
コール

この項では、3つの基本コールのシナリオについて説明します。 2つのシナリオでは着信および
発信コールについて説明し、もう 1つのシナリオでは早期メディアの使用（コールの接続または
応答の前のメディア接続）について説明します。

基本の発信コール

任意の Cisco Unified Communications Managerデバイスから SIPデバイスに発信コールを開始でき
ます。 Cisco Unified Communications Managerデバイスには、Foreign Exchange Station（FXS）ゲー
トウェイに接続された SCCPまたは SIP IP Phoneまたはファクスデバイスが含まれます。たとえ
ば、SCCP IP Phoneは、SIPエンドポイントにコールできます。コールに応答する SIPデバイス
が、メディアの確立に対するトリガーとなります。

基本の着信コール

FXSゲートウェイに接続された SIP IP Phoneまたはファクスデバイスを含む SIPネットワーク上
の任意のデバイスが、着信コールを開始できます。たとえば、SIPエンドポイントは、SCCP IP
Phoneへのコールを開始できます。コールに応答する SCCP IP Phoneが、メディアの確立に対す
るトリガーとなります。

早期メディアの使用

PSTNは、早期メディアにインバンドの進行情報（呼び出しトーンまたはビジー信号など）のシグ
ナリングを提供しますが、これは SIPでは行われません。発信側は、コーデック使用状況、IPア
ドレス、ポート番号などのセッション記述プロトコル（SDP）情報を、発信 INVITEメッセージに
含めます。この応答として、終端側は自身のコーデック、IPアドレスおよびポート番号を 183
Session Progressメッセージで送信し、早期メディアの候補であることを示します。

183 Session Progress応答は、メッセージ本体にメディアセッションに関する情報が含まれること
を示します。 180 Alertingおよび 183 Session Progressメッセージの両方に、コールへの応答が行わ
れる前に早期メディアセッションの確立を許可する SDPを含めることができます。

早期メディアが、接続の前に SIPエンドポイントに配信される必要がある場合、Cisco Unified
Communications Managerは常に SDPを含む 183 Session Progressメッセージを送信します。 Cisco
Unified Communications Managerは SDPを含む 180 Alertingメッセージを生成しませんが、SDPを
含む 180 Alertingメッセージの受信はサポートしています。
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[SIPプロファイルの設定(SIP Profile Configuration)]ウィンドウには、[180で早期メディアを無効化
(Disable Early Media on 180)]チェックボックスがあります。ローカル呼び出し音を着信側電話機
で再生し、200OK応答の受信と同時にメディアを接続するには、このチェックボックスをオンに
します。

SIP エンドポイントと Cisco Unified Communications Manager 間の DTMF
リレーコール

各エンドポイントで使用されているDTMF方式に基づいて、MTPが必要に応じて動的に割り当て
られるようになりました。

Dissimilar DTMF 方式の、SIP デバイスからゲートウェイまたは対話型音声応答（IVR）
システムへの DTMF ディジットの転送

次の図は、1次群速度インターフェイス（PRI）ゲートウェイと通信を行うために、MTPソフト
ウェアデバイスが SIPを実行している電話機からのインバンドDTMFディジットを処理する仕組
みを示しています。RTPストリームは、ダイナミックペイロードタイプが示すように、RFC2833
DTMFを伝送します。

図 2：DTMF ディジットの転送

この図では、メディアストリーミングから開始し、MTPデバイスは DTMFがダイナミックペイ
ロードタイプであることを通知されています。

1 SIPを実行している電話機は、ユーザがキーパッドで番号を入力すると、ペイロードタイプの
応答を開始します。 SIPを実行している電話機は、DTMFインバンドディジット（RFC 2833
による）をMTPデバイスに転送します。

2 MTPデバイスは、インバンドDTMFディジットを抽出し、アウトバンドのディジットをCisco
Unified Communications Managerに渡します。

3 Cisco Unified Communications Managerは、次にアウトバンドの DTMFディジットをゲートウェ
イまたは IVRシステムにリレーします。
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Dissimilar DTMF 方式の DTMF ディジットの生成
SIPエンドポイントと Cisco Unified Communications Manager間の DTMFリレーコール, （17ペー
ジ）の説明のように、SIPは、DTMFインバンドディジットを送信し、CiscoUnifiedCommunications
Managerはアウトバンドディジットだけをサポートします。ソフトウェアMTPデバイスは、ア
ウトバンドのDTMFトーンを受信し、インバンドのDTMFトーンを SIPクライアントに生成しま
す。

図 3：DTMF ディジットの生成

この図では、メディアストリーミングから開始し、MTPデバイスには DTMFダイナミックペイ
ロードタイプであることが通知されています。

1 SCCP IP Phoneのユーザは、キーパッドでボタンを押します。 Cisco Unified Communications
Managerは、SCCP IP Phoneからアウトバンドディジットを収集します。

2 Cisco Unified Communications Managerは、アウトバンドディジットをMTPデバイスに渡しま
す。

3 MTPデバイスは、ディジットをRFC 2833 RTP準拠のインバンドディジットに変換し、それを
SIPクライアントに転送します。

MTP が割り当てられた場合に開始される補足サービス
システムは、SCCPエンドポイントがSIPコールで開始するすべての補足サービスをサポートして
います。SCCPエンドポイントは、接続されたSIPデバイスに影響を与えることなくCiscoUnified
CommunicationsManager内部で管理されます。当初の接続情報に加えられる変更は、Remote-Party-ID
ヘッダーを使用する re-INVITEまたはUPDATEメッセージで更新されます。Remote-Party-IDヘッ
ダーの詳細については、『SIP Extensions for Caller Identity and Privacy』を参照してください。

ブラインド転送時の呼び出し音, （19ページ）では、ブラインド転送について説明します。ブラ
インド転送は、Cisco Unified Communications Managerがメディアアナウンスを提供する必要があ
るため、補足サービスと同様に固有の動作になります。
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ブラインド転送時の呼び出し音

SCCPが開始するブラインド転送では、コールが接続されてから Cisco Unified Communications
Managerがトーンまたは呼び出し音を生成する必要があります。つまり、Cisco Unified
Communications Managerは、ブラインド転送のメディアアナウンスを提供します。

ブラインド転送は、転送のターゲットがコールに応答する前に、転送側の電話機が発信者を宛先

の回線に接続する際に行われます。ブラインド転送は、転送側の 1つが呼び出し音の鳴っている
電話機（呼び出し音が受信されている）に発信者を接続するか、または発信者を第三者に接続す

る前に第三者と話をする、打診転送（在席転送）とは異なります。

SCCP IP Phoneが開始するブラインド転送は、最初に接続された SIPデバイスユーザへの呼び出
し音を許可します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、呼び出し音を実行するために、MTP
デバイスとともに配置されることがあるアナンシエータソフトウェアデバイスを使用します。

アナンシエータを使用すると、Cisco Unified Communications Managerは、SCCP IP Phone、ゲート
ウェイ、およびその他の IPテレフォニーデバイスに対して事前定義されたトーンおよびアナウン
スを再生できます。これらの事前定義されたトーンおよびアナウンスは、ユーザにコールステー

タスに関する詳細情報を提供します。

SIP エンドポイントが開始する補足サービス
次の項では、SIPエンドポイントが開始できる補足サービスについて説明します。

SIP が開始するコール転送
Cisco Unified Communications Managerは、SIPが開始するコール転送をサポートし、REFER要求
または Replacesヘッダーを含む INVITEメッセージを受信します。

コール保留

CiscoUnified CommunicationsManagerは、SIPデバイスまたはCiscoUnified CommunicationsManager
デバイスが開始するコール保留と取得をサポートします。たとえば、SCCP IP Phoneのユーザが
別のユーザが保留にしているコールを取得する場合、Cisco Unified Communications Managerは
re-INVITEメッセージを SIPプロキシに送信します。 re-INVITEメッセージには、現在の接続先を
反映させるために、更新されたRemote-Party-ID情報が含まれています。CiscoUnifiedCommunications
Managerが最初にコールを開始した場合、Remote-Party-IDヘッダーのPartyフィールドには発信側
が設定されます。そうでない場合は着信側が設定されます。 Partyフィールドパラメータの詳細
については、拡張されたコール識別サービス, （20ページ）を参照してください。

自動転送

CiscoUnified CommunicationsManagerは、SIPデバイスまたはCiscoUnified CommunicationsManager
デバイスが開始する自動転送をサポートします。 SIPデバイスが自動転送のリダイレクションを
要求すると、Cisco Unified Communications Managerが要求を処理します。 Cisco Unified
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Communications Managerが開始する自動転送には、SIPのリダイレクションメッセージは使用さ
れません。 Cisco Unified Communications Managerは、内部でリダイレクションを処理し、
Remote-Party-IDヘッダーを介して発信側の SIPエンドポイントに接続先の情報を伝送します。

拡張されたコール識別サービス

ここでは、Cisco Unified Communications Managerの次の SIP識別サービスおよび Cisco Unified
Communications Managerが SIPにこれらの識別サービスを伝送する方法について説明します。

•回線識別サービス

◦ Calling Line Identification Presentation（CLIP）および Calling Line Identification Restriction
（CLIR）

◦ Connected Line Identification Presentation（COLP）および Connected Line Identification
Restriction（COLR）

•名前識別サービス

◦ Calling Name Identification Presentation（CNIP）およびCalling Name Identification Restriction
（CNIR）

◦ Connected Name Identification Presentation（CONP）および Connected Name Identification
Restriction（CONR）

Cisco Unified Communications Managerでは、これらの識別サービスを提供するための柔軟な設定
オプションにより、コールごとの設定や、SIPシグナリングインターフェイスごとの静的な事前
設定を行うことができます。

発呼者回線 ID の表示（CLIP）および発呼者名の表示（CNIP）
Cisco Unified CommunicationsManagerは、Cisco Unified CommunicationsManagerからの初期 INVITE
メッセージの Fromヘッダーおよび Remote-Party-IDヘッダーに発呼者回線（または番号）および
発呼者名の表示情報を含めます。Fromヘッダーのフィールドは、要求の発信側を示します。Cisco
Unified Communications Managerは、18x、200、および re-INVITEメッセージの Remote-Party-ID
ヘッダーを使用して、接続先の名前および識別情報を伝送します。 Remote-Party-IDヘッダーに
は、発信者 IDおよびプライバシーの詳細も含まれます。発信者 IDサービスの場合、CiscoUnified
CommunicationsManagerは、Remote-Party-IDヘッダーのPartyフィールドに発信側を設定します。

Remote-Party-IDヘッダーの詳細については、『Cisco IOS SIP Configuration Guide』を参照して
ください。

（注）
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例

Bob Jones（外部電話番号=8005550100）が SIPシグナリングインターフェイスにダイヤルアウト
します。Fromヘッダーおよび Remote-Party-IDヘッダーには、次の内容が含まれます。

From: “Bob Jones” <sip:8005550100@localhost>
Remote-Party-ID: “Bob Jones”<8005550100@localhost; user=phone>;
party=calling;screen=no;privacy=off

発呼者回線 ID の制限（CLIR）および発呼者名の制限（CNIR）
発呼者回線（または番号）の制限および発呼者名の制限設定は、SIPシグナリングインターフェ
イスレベルまたはコール単位で行われます。 SIPトランクレベルの設定は、コール単位の設定よ
り優先されます。コールごとに設定するには、『Cisco Unified Communications Managerアドミニ
ストレーションガイド』の拡張されたコール識別サービス, （20ページ）を参照してください。

また、発呼者回線および発呼者名の制限は、それぞれ個別に設定できます。たとえば、番号だけ

を制限し、名前の表示を許可するように選択できます。

例 1

発呼者名を制限した場合、Cisco Unified Communications Managerは、Fromヘッダー内の発呼者名
を設定可能な文字列に設定します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerによって、Remote-Party-ID
ヘッダーの表示フィールドには実際の名前が含まれるように設定されますが、Privacyフィールド
は次のように nameに設定されます。

From: “Anonymous” <sip:8005550100@localhost>
Remote-Party-ID: “Bob Jones”<sip:9728135001@localhost; ;user=phone>;
party=calling;screen=no;privacy=name

例 2

発信番号を制限した場合、Cisco Unified Communications Managerは Fromヘッダーの発呼者回線を
省略します。ただし、Cisco Unified Communications Managerは、Remote-Party-IDヘッダーには発
呼者回線を含め、Privacyフィールドを privacy=uriに設定します。

From: “Bob Jones” <sip:@localhost>
Remote-Party-ID: “Bob Jones”<sip:8005550100@localhost; ;user=phone>;
party=calling;screen=no;privacy=uri

例 3

発信者の名前および番号を制限した場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、Remote-Party-ID
ヘッダーの Privacyフィールドを privacy=fullに設定します。

From: “Anonymous” <sip:localhost>
Remote-Party-ID: “Bob Jones”<sip:8005550100@localhost;user=phone>;
party=calling;screen=no;privacy=full
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SIP CLI 処理の変更
Cisco Unified Communications Managerの SIP機能では、発信 SIPコールに発呼側 IDを 2セット利
用でき、SIPヘッダーに基づいて着信 SIPコールに CLI（発呼者回線 ID）を選択できます。

ID が 2 セットの発信 SIP コール

スイッチボードデータを SIPトランク上で設定している場合、[元の発信者ID DNと発信者名をID
ヘッダーに維持する(Maintain Original Caller ID DN and Caller Name in Identity Headers)]をオンにす
ると、発信 SIPメッセージの元の発信者 IDは SIPヘッダー内のデータによって上書きされませ
ん。

ID が 2 セットの発信 SIP コール（SIP 回線）

[元の発信者IDDNと発信者名をIDヘッダーに維持する(MaintainOriginal Caller IDDNandCallerName
in Identity Headers)]を SIPトランク上で設定すると、すべての発信 SIPコールに影響します。こ
の機能は、SIPプロファイルを使用してSIP回線デバイスのグループにも設定できます。 [SIPプロ
ファイル(SIPProfile)]ページの電話機セクションに、SIPトランク上でスイッチボードデータをミ
ラーするために、[発信者ID DN(Caller ID DN)]および [発信者名(Caller Name)]という 2つのテキス
トボックスが新たに追加されています。 [SIPプロファイル(SIPProfile)]ページのトランクセクショ
ンに、[設定済み回線デバイス発信者情報のパススルーを許可(Allow Passthrough of Configured Line
Device Caller Information)]というチェックボックスが新たに追加されています。

SIP コールの着信 CLI

Cisco Unified Communications Managerでは、SIPインターフェイスでの IDの選択、表示、および
制限を拡張できます。対応する SIP電話機を制御するために、SIPトランクと SIPプロファイル
の表示に使用する設定フィールドを新たに追加することで、この新しい機能を提供しています。

発信 ID機能の導入により、着信SIPコールで発呼側 IDを2セット利用できるようになりました。
コール処理用の ID選択に役立つよう、着信CLI（発呼者回線 ID）が導入されています。選択は、
[発呼者回線IDの表示(Calling Line Identification Presentation)]の新しいリストボックスを使用して
制御します。

一部のネットワークでは、保持された2セットの IDとして、ネットワーク指定の ID（信頼済み）
およびユーザ指定の ID（信頼済みでない）を利用できます。 SIPコールでは、P-Asserted-Identity
（PAI）、P-Preferred-Identity（PPI）、および Remote-Party-ID（RPID）が含まれた IDヘッダーが
ネットワーク指定の IDを伝送し、FROMヘッダーがユーザ指定の IDを伝送します。CiscoUnified
Communications Managerの以前のリリースでは、発信コールに IDを 1セットのみ利用できまし
た。 IDヘッダーと FROMヘッダーの IDはまったく同じであり、ネットワーク指定の IDとユー
ザ指定の IDを区別できませんでした。一般に、管理者は、電話番号（DN）と表示名によって各
ユーザデバイスを設定します。この DNからの発信コールでは、IDヘッダーと FROMヘッダー
の両方で電話番号と表示名が伝送されます。管理者は、SIPトランク上に別の IDを設定すること
もできます。この ID（スイッチボード IDとも呼ばれます）は、個々の発信者の IDを隠すために
使用し、発信コールの [SIPトランク(SIP Trunk)]の [発信者情報(Caller Information)]セクションで
設定できます。設定には、[発信者IDDN(Caller IDDN)]と [発信者名(Caller Name)]の 2つのフィー
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ルドを使用します。この設定が有効になっている場合、発信者の元の電話番号と表示名が上書き

されます。

Cisco Unified Communications Managerで用意されている設定を使用すると、管理者は、スイッチ
ボード IDと元の発信者 IDの両方を有効にできます。スイッチボード IDは FROMヘッダーで伝
送され、元の発信者 IDは IDヘッダーで伝送されます。この設定を各 SIPトランクまたは SIP
ユーザデバイスで有効にできます。

ネットワーク内からの着信コールの場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、IDヘッダー
で伝送されるネットワーク指定の IDまたは FROMヘッダーで伝送されるユーザ指定の IDを受け
入れるための設定を利用できます。 Cisco Unified Communications Managerには、コールごとに 1
セットの IDが保持されます。

PAI、PPIおよびRPIDという 3つの異なる IDヘッダーがサポートされます。 [SIPトランク(SIP
trunk)]ページの [コールルーティング情報(Call Routing Information)]の設定に応じて、発信要求
または発信応答にこれらのヘッダーが 1つまたは 2つ表示されることがあります。

（注）

元の発信者 IDを持つ発信コールが、[コールルーティング情報(Call Routing Information)]にデフォ
ルトで設定されます。デフォルトでは、[リモートパーティID(Remote-Party-Id)]チェックボックス
と [アサート済ID(Asserted-Identity)]チェックボックスがオンになり、[アサート済タイプ
(Asserted-Type)]フィールドと [SIPプライバシ(SIP Privacy)]フィールドが [デフォルト(Default)]に
設定されます。

スイッチボード IDを持つ発信コールを設定するには、[SIPトランク(SIP trunk)]設定ページの [コー
ル(Calls)]セクションにある [発信者ID DN(Caller ID DN)]と [発信者名(Caller Name)]を設定しま
す。これらのフィールドで、スイッチボード IDが提供されて発信者の IDが非表示になります。

Cisco Unified Communications Managerデバイスから発信されるコールの場合、IDヘッダーはデバ
イスの回線 IDに設定され、Fromヘッダーは IDヘッダーと同じ値かスイッチボード情報のいずれ
かに設定されます。これは、プロビジョニング可能であり、CiscoUnifiedCommunicationsManager
を変更する必要はありません。 [SIPトランク(SIP trunk)]設定ページの新しいチェックボックス [元
の発信者ID DNと発信者名をIDヘッダーに維持する(Maintain Original Caller ID DN and Caller Name
in Identity Headers)]を使用して、発信 SIPメッセージの表示名と番号を制御できます。発信 SIP
メッセージに対して有効になっている場合、[発信者ID DN(Caller ID DN)]の設定値によって電話
番号は上書きされず、[発信者名(Caller Name)]の設定値によって発信 IDヘッダーの発信者名は上
書きされません。

接続側回線 ID の表示（COLP）および接続先名の表示（CONP）
Cisco Unified Communications Managerは、接続側回線および名前の識別を補足サービスとして使
用し、発呼側に接続先の番号と名前を通知します。Fromヘッダーのフィールドは、要求の発信側
を示します。 Cisco Unified Communications Managerは、18x、200、および re-INVITEメッセージ
のRemote-Party-IDヘッダーを使用して、接続側の情報を伝送します。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、Remote-Party-IDヘッダーの Partyフィールドに着信側を設定します。
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例 1

Cisco Unified Communications Managerは、宛先アドレスが 800555の INVITEメッセージを受信し
ます。 Cisco Unified Communications Managerは、次のように接続先の名前を 18xおよび 200メッ
セージに含めます。

Remote-Party-ID: “Bob Jones”<98005550100@localhost; user=phone>;
party=called;screen=no;privacy=off

接続側回線 ID の制限（COLR）および接続先名の制限（CONR）
SIPトランクレベルまたはコール単位で接続側回線（または番号）および名前の制限を設定でき
ます。 SIPトランクレベルの設定は、コール単位の設定より優先されます。

発信者 IDサービスと同様に、ユーザは接続側の番号と名前をそれぞれ個別に制限できます。

例 1

Cisco Unified Communications Managerは、Remote-Party-IDヘッダーの表示フィールドには実際の
名前が含まれるように設定しますが、Privacyフィールドを privacy=nameに設定します。

Remote-Party-ID: “Bob Jones”<8005550100@localhost; user=phone>;
party=called;screen=no;privacy=name

例 2

接続側の番号を制限した場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、Remote-Party-IDヘッダー
には接続側の番号を含めますが、Privacyフィールドを privacy=uriに設定します。

Remote-Party-ID: “Bob Jones”<8005550100@localhost; user=phone>;
party=called;screen=no;privacy=uri

例 3

接続側の名前と番号を制限した場合、Cisco Unified Communications Managerは、Remote-Party-ID
ヘッダーの Privacyフィールドを privacy=fullに設定します。

Remote-Party-ID: “Bob Jones”<8005550100@localhost; user=phone>;
party=called;screen=no;privacy=full

Redirecting Dial Number Identification Service（RDNIS）
Cisco Unified CommunicationsManagerは、初期 INVITEメッセージの SIP Diversionヘッダーを使用
して、利用可能な RDNIS情報を伝送します。
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コールが SIPトランクを介して特定の DNから、Cisco Unified Communications Managerと連動
しているボイスメールサーバまたはサービスにリダイレクトされる場合、電話機のボイスメー

ルプロファイルのボイスメールボックスマスクによって、SIP Diversionヘッダー内の転送番
号が変更されます。この処理が実行されるのは、Cisco Unified CommunicationsManagerサーバ
ではメールボックスの選択に Diversionヘッダーが使用されるためです。

（注）

リダイレクション

次のシナリオは、[SIPプロファイルの設定(SIP ProfileConfiguration)]ウィンドウの [アプリケーショ
ンによるリダイレクト(Redirect by Application)]チェックボックスをオフにした場合の動作です。
この設定では、SIPネットワークからのリダイレクションは SIPスタックレベルで処理され、シ
ステムはリダイレクション要求をすべて受け取り、リダイレクション応答のContactヘッダー内の
アドレスへ転送します。コールは、リダイレクション応答を受信したトランクに自動的に転送さ

れます。コールのリダイレクト方法を処理または制限する追加のルーティングロジックは適用さ

れていません。たとえば、発信 INVITEへの3xx応答内のリダイレクション接続先がCiscoUnified
Communications Managerに登録済みの電話機で、スタックがリダイレクションを処理している場
合、コールは Cisco Unified Communications Manager電話機へ直接ルーティングされずに、同じト
ランクへリダイレクトして戻されていました。制限された電話番号（国際電話番号など）へリダ

イレクトされると、スタックレベルでのリダイレクション処理により、コールがブロックされず

にルーティングされます。

[アプリケーションによるリダイレクト(Redirect by Application)]チェックボックスがオンの場合、
Cisco Unified CommunicationsManagerは、ルーティングエンジン経由でContactヘッダーを渡し、
ルーティングロジックを使用してリダイレクション要求を Contactヘッダー内のアドレスに転送
します。 SIP要求では、Contactヘッダーのホスト部分がローカル Unified CMでない場合、SIP
ルートパターンで Contactヘッダーのホスト部分を発信トランクにマッピングする必要がありま
す。そうしない場合、Unified CMはコールをルーティングできません。

管理者は、[アプリケーションによるリダイレクト(Redirect by Application)]チェックボックスで次
の処理を実行できます。

•特定のコーリングサーチスペースを、3xx応答内で受信したリダイレクト接続先に適用す
る。

•コールが正しくルーティングされるよう、リダイレクト接続先に番号分析を適用する。

•サービスパラメータで設定できるリダイレクション（再帰リダイレクション）の番号を制限
することで、DOS攻撃を防止する。

•リダイレクションの実行中に、別の機能を起動できるようにする。

Unified CMによる SIP要求のルーティング方法の詳細については、『Cisco Unified Communications
System SRND』の「Dial Plan」の章の「Routing of SIP Requests in Unified CM」を参照してくださ
い。
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SIP トランクの G. Clear コーデックのサポート
G. Clear（クリアチャネル）コーデックを使用すると、SIPトランクおよび Cisco Unified
CommunicationsManagerを使用する音声ネットワークを通じて、Digital Signal-0（DS-0）データ回
線のタンデムスイッチングを実現できます。G.Clearコーデックは、G.711コーデックとほぼ同等
の 64 kb/sの帯域幅（IPパケットのオーバーヘッドは含まず）を使用します。 Cisco Unified
Communications Managerは、音声コールのコーデックを選択し、メディアテーブル内の G.711
mulawおよび G.711 alawコーデックよりも G. Clearコーデックを優先します。

G.ClearコーデックまたはG.729コーデックが必要となるのは、リージョンの内部です。リモート
リージョンへのコールには、他の低帯域幅コーデックを使用します。 G.729コーデックは音声用
に最適化されており、使用帯域幅が G. Clearコーデックよりも大幅に小さくなります。 G.Clear
コーデックは、低帯域幅のリージョン内で実行することを明示的に許可することのみを目的とし

たオプションです。

G.Clearコーデックのコールでは、IPパケットのヘッダーに個別のDifferentiated Services Code Point
（DSCP）値が必要です。これは従来の音声コーデックおよびビデオコールと異なり、MLPP優
先順位によって一意にタグ付けされる必要があります。これらの機能には、サービスパラメータ

が適用されます。

G. Clearコーデックのコールは、RTPダイナミックペイロードタイプ 125を使用して、ゲート
ウェイを通じて一貫性が維持されます。このダイナミックペイロードタイプは、Cisco Unified
Communications Managerを使用して静的に割り当てられます。

SIPトランクでG.Clearコーデックがサポートされるため、クラスタ間の操作が可能になります。
このコーデックは、SIP Session Description Protocol（SDP）メッセージでサポートされるメディア
タイプとしてネゴシエートされ、RTPペイロードタイプ 125に静的に符号化されます。

G. Clearコーデックは、メディアターミネーションポイントではサポートされません。（注）

別の T1 PRIトランク上の VoIPネットワークから発信される着信 ISDNデータコール（制限デジ
タル情報および無制限デジタル情報）に対する ISDNベアラ機能は、サポートされています。

次の図に、G.Clearコーデックを有効にした SIPトランクの一般的な配置を示します。

図 4：G. Clear コーデックによる SIP トランクの導入
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2つの SIPサービスパラメータ、SIP Route Class Naming Authorityおよび SIP Clear Channel Data
Route Class Labelは、SIPトランクで G. Clearコーデックを有効化します。 SIP Route Class Naming
Authorityパラメータは、SIPシグナリングで使用される、ルートクラスを表すラベルの名前付け
機関および名前付けコンテキストを表します。この値には、名前付け機関が所有するドメインの

名前を指定します。デフォルトは cisco.comです。

特定のルートクラス値をシグナリングするため、Cisco Unified Communications Managerは、ドメ
イン名と適切なルートクラスラベル（SIP Clear Channel Data Route Class Labelサービスパラメー
タで定義されたもの）を SIPシグナリングに組み込みます。

SIP Clear Channel Data Route Class Labelは、SIPシグナリングにおけるクリアチャネルデータの
ルートクラスを表します。このパラメータと SIP Route Class Naming Authorityパラメータによっ
て、SIPクリアチャネルデータのルートクラス値を表す完全なシグナリング構文が作成されま
す。デフォルトは ccdataです。

ルートクラスシグナリングが有用となるのは、ルートクラスおよびクリアチャネルデータルー

トクラスに基づいてルーティング決定を行う TDMネットワークとインターワーキングする場合
です。このパラメータで指定されたデフォルトドメイン名は、シスコスイッチ間の相互対話に

適用されます。このパラメータは、ベンダー（または配置）固有の要件に応じて変更できます。

遠端のスイッチは、このパラメータで設定されたものと同一の値を受信します。

次のエンティティはサポートされていないか、無効になります。

• G. Clearコーデックを使用する H.323 ICTは、サポートされていません。

• G. Clearコーデックを使用する Skinny Client Control Protocol（SCCP）は、サポートされてい
ません。

• G. Clearコーデックを使用する T1および E1 CASは、サポートされていません。

• G. Clearコーデックを使用する RSVPは、サポートされていません。

• E1トランクでのMLPPはサポートされていません。

•発信G.Clearコーデックコールのエコーキャンセレーションおよびゼロ抑制は無効になりま
す。

• ITUH.244で定義されている個々のDS-0回線のボンディングは、端末装置が実行します。こ
のため、VoIPネットワークを通過し、個々の DS-0回線を整列するためのフレームはサポー
トされていません。

• Cisco Unified Communications Managerの [ファストスタート(Fast Start)]および [メディアター
ミネーションポイントが必須(Media Termination Point Required)]オプションは、G. Clearが有
効化されている状態では機能しません。

• G.Clearコーデックを使用する DTMFシグナリングは、サポートされていません。

CiscoUnified CommunicationsManagerは、G.Clearがコールのコーデックに選択されているかど
うかに関係なく、G.Clearがコーデックのリストにアドバタイズされているすべてのコールで
DTMFの設定値を無視します。

（注）
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G.Clear コールに対する早期オファー
Cisco Unified CommunicationsManagerは、G.Clearデータコール（クリアチャネル）に対する制限
付き早期オファーをサポートしています。 G.Clearコールに対する早期オファー機能により、メ
ディアターミネーションポイントを使用せずにデータコールをネゴシエートする早期オファー

を実行可能なサードパーティの SIPユーザエージェントをサポートできます。MTPは、G.Clear
コーデックをサポートしていません。

SIPデバイスに対して、[メディアターミネーションポイントが必須(MediaTerminationPointRequired)]
と [G.Clearコールに対する早期オファー(Early Offer for G.Clear Calls)]の両方を有効にすると、
G.Clearコーデックがオファー内に存在する場合でも、MTPが割り当てられません。MTPが割り
当てられるのは、コールが G.Clearではなく、MTPが必要な場合だけです。

G.Clearコールに対する早期オファー機能は、標準ベースの G.Clear（CLEARMODE）と、CCD、
G.nX64、X-CCDなどのシスコ独自の Session Description Protocol（SDP）の両方をサポートしてい
ます。

[G.Clearコールに対する早期オファー(Early Offer for G.Clear Calls)]を有効または無効にするには、
Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [SIPプロファイルの設定(SIP Profile
Configuration)]ウィンドウで次のいずれかのオプションを選択します。

• [無効(Disabled)]（デフォルト）

• [CLEARMODE]

• [CCD]

• [G.nX64]

• [X-CCD]

SIP トランクでの Multilevel Precedence and Preemption のサポート
CiscoUnified CommunicationsManagerの管理は、SIPトランクでMultilevel Precedence and Preemption
（MLPP）を使用するVoice over Secured IP（VoSIP）ネットワークをサポートしています。Resource
Priorityヘッダーおよび SIPのReasonヘッダーがメッセージに追加されます。 SIPシグナリングに
関係するリソースは、Cisco Unified Communications Managerによって優先順位が設定されます。
これは、緊急の場合または輻輳が発生した場合に、これらのリソースを解放してネットワークが

機能できるようにするためです。リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイ

ンおよびリソースプライオリティネームスペースリストを設定することで、必要に応じて優先

順位設定を有効にできます。

リソースプライオリティネームスペースネットワークドメイン

SIPシグナリングのリソースプライオリティネームスペースネットワークドメインは、レガシー
TDMMLPPネットワークで使用される ISDNプレシデンス情報要素（IE）および ISDNユーザパー
ト（ISUP）プレシデンスパラメータと似ています。
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リソースプライオリティネームスペースネットワークドメインは発信コールに含まれており、

コールを SIPトランクに転送するためのトランスレーションパターンまたはルートパターンに基
づいています。次のメッセージには、設定済みのリソースプライオリティネームスペースネッ

トワークドメインが含まれています。

• INVITE

• UPDATE

• REFER

着信コールの場合、このネットワークドメインが許容ネットワークドメインのリストと比較され

ます。着信コールのネットワークドメインが検証されるのは、コールが Cisco Unified
Communications Managerエンドポイントで終端する場合のみです。他のコールタイプの場合、こ
のネットワークドメインは、いずれもローカル設定と照合して検証されません。許容されるネッ

トワークドメインの設定は、SIPプロファイルに追加されている必要があります。

SIPトランクは、更新されたプレシデンス信号および次の補足サービスに応答できます。

•プレシデンスコール待機

•コール転送

•自動転送

• 3方向コール

次のヘッダー、マッピング、およびキューイングはサポートされていません。

• Accept-Resource-Priorityヘッダー

• PRACKおよび ACKへの RPヘッダーの挿入

•名前空間の間での優先順位のマッピング

•コールキューイング、およびその他のMLPP以外のサービス

SIP トランクでのセキュア V.150.1 Modem over IP のサポート
セキュア V.150.1のサポートは、SIPトランクおよびクラスタ間 SIPトランクを介した IP Secure
Terminal Equipment（STE）とレガシー（BRIまたはアナログ）STE間でのModemover IP（MoIP）
通信に基づいていました。SIPトランクは、発信コールのSessionDescription Protocol（SDP）情報
を転送し、着信コールのMoIP SDP情報が受信されたときはCisco Unified CommunicationsManager
に通知します。デバイスは、SIPを使用してV.150.1セキュアコールをネゴシエートすることで、
クラスタ間でコールを発信できます。

SIPトランクでのMoIPについては、設定は不要です。（注）
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SIP トランクでの G.729a コーデックと G.729b コーデックのサポート
G.729aおよび G.729bは、SIPトランクを通じて開始されるコールに使用可能な、低帯域幅のコー
デックです。この機能を必要とするのは、遅延メディアコールをサポートせず、G.711などの高
帯域幅コーデックを使用しないエンドポイントであることに注意してください。

早期提供コールの場合は、MTPが事前に割り当てられている必要があるため、この機能を使用す
るには、外部のMTPデバイスまたはトランスコーダデバイスを設定する必要があります。ソフ
トウェアMTPは、SIPトランクでの G.729をサポートしていません。

この機能は、4つのG.729コーデック（G.729、G.729a、G.729b、およびG.729ab）をすべてサポー
トしていますが、システムでは、G.729と G.729a、および G.729bと G.729abを区別できません。
したがって、これらのコーデックを SIPトランクに対して設定するためのオプションは、Cisco
Unified Communications Managerの管理ページでは 2つのみ提供されます（G729/G729aと
G729b/G729ab）。

SIPトランクにG.729コーデックが適用されるのは発信コールのみで、着信コールには影響しませ
ん。コール中に、システムがコーデックを G.729から他のコーデックに切り替えることはできま
せん。

Microsoft Exchange を使用する場合の SIP T.38 相互運用のサポート
T.38標準は、IPネットワークを使用した Group 3ファクシミリ（ファクス）通信のリアルタイム
転送のための ITU-T勧告に基づいています。CiscoUnifiedCommunicationsManagerには、Microsoft
Exchangeとの T.38相互運用が実装されており、コールをオーディオから T.38ファクスに切り替
えることができます。

次に、Microsoft Exchange Serverがファクス機へのコールを確立する手順を示します。

1 Exchangeサーバが、ファクス機とのオーディオコールを確立します。
2 ファクス機が、ファクストーン（CNG）を Exchangeサーバに送信します。
3 Exchangeサーバがファクストーンを認識し、コールを T.38ファクス（または T.38ファクス
リレー）コールとして再ネゴシエートしようとします。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、T.38ファクス通信をサポートす
る SIPプロファイルを設定できます。このプロファイルは、SIPトランクにのみ適用され、SIPを
実行する電話機およびエンドポイントには適用されません。

SIP を介した QSIG トンネリングのサポート
CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、IPネットワーク上のSIPトランクを介して、別のCisco
Unified Communications Managerまたは QSIG-SIPゲートウェイに向かう QSIGメッセージと SIP
メッセージ間のインターワーキングをサポートし、QSIGコールと、メッセージ受信のインジケー
タ（MWI）、コール転送、自動転送、折り返し、Call Completion、パス変換、IDサービスなどの
QSIG機能をサポートします。これらの機能を受け入れるために、Cisco Unified Communications
Managerでは、トンネル化プロトコルとして QSIGを使用する SIPトランクを設定できます。 SIP
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トランクの設定の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerアドミニストレーショ
ンガイド』のSIPトランクのG.Clearコーデックのサポート, （26ページ）を参照してください。

SIPゲートウェイから着信した Remote Party ID（RPID）ヘッダーによって QSIGコンテンツが
干渉を受け、それにより折り返し機能で予期しない動作が発生する場合があります。QSIGコ
ンテンツへの干渉を防ぐには、SIPゲートウェイで RPIDヘッダーを無効にします。

（注）

トランクサービスタイプとして Cisco Intercompany Media Engine（IME）を選択して SIPトランク
を作成する場合、[トンネル化プロトコル(Tunneled Protocol)]フィールドのデフォルトは [QSIG]に
なります。 Cisco IMEトランクでQSIG機能を動作させるには、トンネル化プロトコルをQSIGに
する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco IMEトランクでの折り返しについては、接続
維持モードのみをサポートしています。

（注）

SIP PUBLISH
SIP PUBLISHは、IP Phoneのプレゼンス情報を Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0
以降から Cisco Unified Presenceリリース 6.0以降に SIPトランク経由で送信するための最適なメカ
ニズムを提供します。このメカニズムによって、パフォーマンスが向上します。また、サイレン

トやモビリティなどの回線ごとのプレゼンス情報も提供します。サポートされるのは発信PUBLISH
だけです（Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0以降は、プレゼンスに関して Cisco
Unified Presenceリリース 1.0と通信するときに SUBSCRIBE/NOTIFYを使用します）。

PUBLISHは、イベント状態を発行するためのSIPメソッドです。イベント状態をユーザエージェ
ントから発行するためのフレームワークは、RFC3903で規定されています。発行先となるのは、
このイベント状態を集約し、関係するパーティに SIP Eventsフレームワークを通じて配信するエ
ンティティです。RFC3903に記述されているメカニズムを拡張すると、適切なイベントパッケー
ジで処理される任意のイベント状態を発行することができます。

また、RFC 3903は、プレゼンスユーザエージェントによってプレゼンス集約側にプレゼンス状
態を発行するための、このフレームワークの厳格な使用方法も定義しています。

SIPトランクは、Cisco Unified Communications Managerに登録されている電話機のプレゼンス情報
を Cisco Unified Presenceと連携して提供します。リリース 5.0では、Cisco Unified Presenceは、プ
レゼンス情報を Cisco Unified CallManagerから SIP登録メカニズムを通じて取得していました。

Cisco Unified Communications Managerから Cisco Unified Presenceへの相互対話は、SIP登録メカニ
ズムが使用されている場合は正常に機能しますが、このメカニズムはパフォーマンス低下の原因

になります。 Cisco Unified Communications Managerと Cisco Unified Presenceの両方で、監視対象
となる電話機ごとに、それぞれ個別の登録ダイアログが維持される必要があります。さらに、1
台の電話機を 2人のユーザが監視し、各ユーザの監視ルールが異なっている場合、Cisco Unified
Presenceは、同じ番号に関する 2つの SUBSCRIBE要求を Cisco Unified Communications Manager
SIPトランクに発行します。
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Cisco Unified Communications Managerリリース 6.0以降では、SIPトランクは、PUBLISHを Cisco
Unified Presenceとのプレゼンス相互対話のメカニズムとして使用できます。 Cisco Unified
Communications Managerはイベント発行エージェント（EPA）として動作し、管理対象の電話機
のプレゼンス情報を発行します。CiscoUnified Presenceはイベント状態集約システム（ESC）とし
て動作し、発行されたプレゼンス情報を受信および集約して、監視者の電話機の表示を更新しま

す。

Cisco Unified Communications Manager および Cisco Unified Presence の高レベルアー
キテクチャの概要

次の図に、Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unified Presence、および Cisco Unified IP
Phoneがどのように連携して動作するかを示します。

• Cisco Unified Communications Managerがすべての IP Phoneを管理し、Cisco Unified
Communications Managerが SIPまたは SCCPインターフェイスを使用して電話機を制御しま
す。

• IP Phoneと Cisco Unified Presenceの間には HTTPインターフェイスも存在します。このイン
ターフェイスは、電話機の画面を更新するために Cisco Unified Presenceで使用されます。ま
た、ユーザのログイン/ログアウトアクティビティを検出するために、Cisco Unified Presence
でも使用されます。

• SIPトランクインターフェイスは、プレゼンスデータをCiscoUnifiedCommunicationsManager
と Cisco Unified Presenceの間で交換するために使用されます。

図 5：SIP PUBLISH の高レベルアーキテクチャ

Cisco Unified Communications Manager の管理ページにおける PUBLISH の設定のヒント

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで SIPトランクを PUBLISH用に設定するとき
は、次の設定のヒントを参考にしてください。

• SIPの [トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで、Cisco Unified Presence（宛先アド
レス）にアクセスするように SIPトランクを設定します。
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マルチノードクラスタでの分散処理のパフォーマンスを最大限まで高めるには、デフォルト

のデバイスプールを使用するように SIPトランクを設定することをお勧めします。
ヒント

• Cisco CallManagerサービスの [サービスパラメータ設定(Service Parameters Configuration)]ウィ
ンドウにある [CUP PUBLISH Trunk]フィールドで、設定済みの SIPトランクを選択します。

• Cisco Unified Presenceエンドユーザを設定し（[ユーザ管理(User Management)] > [エンドユー
ザの設定(EndUser Configuration)]）、ライセンスユニットをユーザに割り当てます（[システ
ム(System)] > [ライセンス(Licensing)] > [機能割り当て(Capabilities Assignment)]）。

•エンドユーザをラインアピアランスに関連付けます（[デバイス(Device)]> [電話の設定(Phone
Configuration)]）。 [電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウで、ユーザが Cisco Unified
Presenceへのアクセスに使用するDNをクリックします。 [エンドユーザの関連付け(Associate
End Users)]ボタンをクリックします。 [ユーザの検索/一覧表示(Find and List Users)]ウィンド
ウで、Cisco Unified Presenceにアクセスするエンドユーザを選択します。

1つのラインアピアランスを 5人までのエンドユーザに関連付けることがで
きます。

（注）

• SIP Trunk PUBLISHでの DNDサポート：DNDは、リリース 6.0以降ではデバイス単位で適
用されます。このため、デバイスが DND状態に移行した場合、このデバイスに関連付けら
れている Cisco Unified Presence対応のすべてのラインアピアランスが発行される可能性があ
ります。デバイスが DND状態に移行した場合は、DNDに加えてビジー/アイドルステータ
スも一緒に発行されるため、Cisco Unified Presenceで柔軟にデータを処理することができま
す。

•共有回線：電話機 Aと電話機 Bが DN 1000を共有している場合、ユーザが電話機 Aの受話
器を取って回線 1000上でコールを発信すると、Cisco Unified Communications Managerは回線
1000がビジーであることをCisco Unified Presenceに通知します。この情報によって、監視者
は DN 1000のすべての回線がビジーになっていると誤解します。電話機 Bの回線 1000はア
イドルのままであるため、これは正確な情報を表していません。CiscoUnifiedCommunications
Managerは、電話機 Aの回線 1000がビジーであることを Cisco Unified Presenceに通知しま
す。リリース 6.0以降では、Cisco Unified Communications Managerはラインアピアランス別
に発行を行います。システムは、ラインアピアランスを（DNとデバイスの）ペアと見なし
ます。

•複数パーティション：Cisco Unified Communications Managerは DNのプレゼンスステータス
を発行し、DNが関連付けられているパーティションも示します。

•ユーザ名の関連付け：共有回線と複数パーティションがサポートされている場合、Cisco
Unified Presenceは、電話機ごとに 1つの DNという前提で動作できません。また、Cisco
Unified Communications Managerシステム全体にわたって 1つのパーティションという前提で
動作することもできません。リリース 6.0以降では、ラインアピアランスをエンドユーザ
に関連付けることができるため、ラインアピアランスに関連付けられているエンドユーザ
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に代わって SIPトランクがそのラインアピアランスのステータスを発行します。つまり、こ
のステータスを使用してCisco Unified Presence対応の回線を識別できます。ラインアピアラ
ンスがエンドユーザに関連付けられている場合、システムは Cisco Unified Presence対応であ
ると見なされます。したがって、そのラインアピアランスのプレゼンス情報が発行されま

す。

PUBLISH のサービスパラメータ

PUBLISHの設定には、次の Cisco CallManagerサービスパラメータが使用されます。

• CUPS PUBLISH Trunk

• Default PUBLISH Expiration Timer

• Minimum PUBLISH Expiration Timer

• Retry Count for SIP Publish

• SIP Publish Timer

Serviceability のパフォーマンスカウンタ

Cisco Unified Serviceabilityは、PUBLISHに関連する次のパフォーマンスカウンタを収集し、表示
します。

• SIP_StatsPublishIns

• SIP_StatsPublishOuts

• SIP_StatsRetryPublishOuts

• SIP_StatsRetryRequestsOut

Cisco Unified CallManagerリリース 5.xには次のパフォーマンスカウンタがありますが、これらの
値は PUBLISH機能の影響を受けます。

• SIP_SummTotalOutReq

• SIP_SummTotalInRes

• SIP_StatsRetryRequestsOut

セキュリティ上の推奨事項

RFC3903では、アクセス制御、サービス拒絶攻撃、リプレイアタック、および中間者攻撃などの
問題に対処するため、TLSとダイジェスト認証の使用が推奨されています。 Cisco Unified
Communications Managerおよび Cisco Unified Presenceは TLSとダイジェスト認証をサポートして
いるため、リリース6.0での変更点はありません。管理者は、CiscoUnifiedCommunicationsManager
および Cisco Unified Presenceで TLSとダイジェスト認証を設定し、有効にすることができます。
また、IPSecを TLSの代替手段として使用することもできます。
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BAT のサポート

Cisco Unified PresenceユーザをCisco Unified CommunicationsManagerに移行する場合は、次のBAT
ツールが役立ちます。

• BATでは、Cisco Unified Communications Managerを 5.xから 6.0以降にアップグレードした後
に、すべての Cisco Unified Presenceライセンス取得済みユーザ、それらのユーザのプライマ
リ内線番号、およびそれらのユーザに関連付けられるデバイスラインアピアランスを検証

するためのツールが提供されます。このツールが必要になるのは、（すべてのバックエンド

登録が削除され、Cisco Unified Presenceユーザの新しいラインアピアランスベースのプレゼ
ンスを使用できるようにする必要があるため）Cisco Unified Presenceのアップグレードまた
は移行中に Cisco Unified Communications Managerに接続するときです。移行を実行するた
め、BATはエクスポート機能と更新機能を使用します。エクスポート csvの形式は、User
ID、Device、Directory Number、および Partitionです。最後の 3つのカラムがラインアピア
ランスを形成します。

• [エクスポート(Export)]ウィンドウおよび [更新(Update)]ウィンドウにアクセスするには、[一
括管理(Bulk Administration)] > [ユーザ(Users)] > [ラインアピアランスのエクスポート(Export
Line Appearance)]および [一括管理(Bulk Administration)] > [ユーザ(Users)] > [ラインアピアラ
ンス(LineAppearance)] > [ラインアピアランスの更新(Update LineAppearance)]を選択します。

• [エクスポート(Export)]ウィンドウおよび [更新(Update)]ウィンドウには、[CUPユーザのライ
ンアピアランスのみエクスポート(Export line appearances for CUP users only)]チェックボック
ス（および [CUPユーザのラインアピアランスのみ更新(Update line appearance for CUP users
only)]チェックボックス）があります。このチェックボックスをオンにすると、CiscoUnified
Presenceユーザのエクスポート操作または更新操作が実行されます。 Cisco Unified Presence
ユーザ以外のユーザは、エクスポートおよび更新されません。

SIP OPTIONS
Cisco Unified Communications Managerで SIP OPTIONSメソッドを使用すると、SIPトランクでリ
モート宛先のステータスを追跡できます。発信の OPTIONSを送信して着信応答メッセージを確
認することにより、リモートピアで新しい要求を受信する準備が整っているかどうかを SIPトラ
ンクが認識します。 SIPトランクは、到達不能なリモートピアに対して新しいコールの設定を試
行しません。このアプローチによって、迅速なフェールオーバーが可能になります。

Cisco Unified Communications Managerでは、SIPトランク上のキープアライブメカニズムとして
SIP OPTIONSを使用します。 Cisco Unified Communications Managerは、SIPトランク上の設定済
み宛先アドレスに、定期的に OPTIONS要求を送信します。リモート SIPデバイスが応答に失敗
するか、または SIPエラー応答を返信すると、CiscoUnified CommunicationsManagerは設定に応じ
て、他のトランクを使用するかまたは別のアドレスを使用することによって、コールの再ルーティ

ングを試行します。

OPTIONS要求はコールのコンテキスト外に配置されます。そのため、コールが SIPトランク上に
なくても、Cisco Unified Communications Managerは要求によって障害を検出できます。このアプ
ローチを使用すると、後続のコールをより迅速に再ルーティングできます。 SIPOPTIONSメソッ
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ドにより、コールが再ルーティングされる前に、長時間タイムアウトしたり再試行が遅延したり

することがなくなります。

Cisco Unified Communications Managerの設定のヒント

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで OPTIONSを使用できるように SIPトランク
を設定する場合は、次の設定のヒントを参考にしてください。

• SIPOPTIONSを有効にするには、SIPプロファイルを設定します（CiscoUnifiedCommunications
Managerの管理ページで [デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [SIPプロファ
イル(SIPProfile)]メニューオプションを使用します）。標準SIPプロファイルをコピーして、
そのコピーの名前を（OPTIONSプロファイルなどに）変更します。 [サービスタイプ "なし
(デフォルト)"のトランクの接続先ステータスをモニタするためにOPTIONS Pingを有効にす
る(Enable OPTIONS Ping to monitor destination status for Trunks with Service Type “None (Default)”)]
チェックボックスをオンにします。SIPOPTIONSは、デフォルトでは無効になっています。

•作成した SIPプロファイルで、必要に応じて 2つの要求タイマーを更新します。 1つ目のタ
イマーは SIPトランクがサービス中または部分的にサービス中のときに使用され、2つ目の
タイマーは SIPトランクがサービス中ではないときに使用されます。 Cisco Unified
CommunicationsManagerは、設定済みのトランスポートプロトコル（UDP、TCPなど）を使
用して、SIPトランクの設定済み宛先アドレスに対して SIP OPTIONS要求を開始します。

要求タイマーの期限が切れると、Cisco Unified CommunicationsManagerは、以
前に送信したすべてのOPTIONS要求の返信を受信済みであるかどうかを確認
します。以前の OPTIONS要求に対する応答をまだ待機している場合、Cisco
Unified Communications Managerは、新しい OPTIONS要求を送信しません。
そのため、複数の同時OPTIONS要求によってネットワークに負荷がかかると
いうことはありません。

（注）

•作成した SIPプロファイルで、SIP OPTIONSの再試行タイマーとカウンタを設定します。

• SIPトランクを設定します（まだ設定していない場合）。 SIPトランクのトランクサービス
タイプには、[なし(デフォルト)(None(default))]を指定する必要があります。コール制御ディ
スカバリ、クラスタ間のエクステンションモビリティ、Intercompany Media Servicesなどの
ダイナミック SIPトランクはサポートされません。

• [トランクの設定(Trunk Configuration)]を使用して、宛先情報を設定します。複数の宛先を設
定できます。宛先アドレスが（ドット付き IPアドレスではなく）ホスト名として設定され
ており、複数のアドレスが戻される場合、応答が受信されるまで、戻りアドレス宛にOPTIONS
メッセージが送信されます。すべての戻りアドレスが使用され尽くす前に応答が受信されな

かった場合、SIPトランクには、ターゲットが「ダウン状態」であることを示すマークが付
けられます。
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SIPトランクの場合、Cisco Unified Communications Managerは DNS SRVごとに最大で 16個、
DNSホスト名ごとに最大で 10個の IPアドレスをサポートします。 IPアドレスの順序は DNS
応答によって異なり、各DNSクエリーで同一になることがあります。OPTIONS要求は、DNS
SRVレコード（SIPトランクで設定）が 16を上回る数の IPアドレスに解決されるごと、また
はホスト名（SIPトランクで設定）が 10を上回る数の IPアドレスに解決されるごとに、別の
リモート宛先セットに送信されることがあります。そのため、リモート宛先のいずれかのス

テータス変更ではなく、DNSクエリーの解決方法の変更が原因で、SIPトランクのステータス
が変更されることがあります。

（注）

• OPTIONS Pingを有効にした SIPプロファイルを SIPトランクに割り当てます。

SIPトランクの宛先に複数の IPアドレスが含まれるか、宛先が複数の IPアドレスに解決される場
合、コールルーティングはランダム選択アルゴリズムを使用して、SIPトランク上の次のコール
用の宛先 IPアドレスを選択します。 SIP OPTIONSがトランクに対して有効になっている場合、
選択した IPアドレスの状態情報によって、INVITEを送信するか、または次の宛先に進むかが決
定されます。

SIP OPTIONS およびセキュア SIP トランク

SIP OPTIONSメソッドでは、SIPトランクセキュリティプロファイルで [転送タイプ(Transport
Type)]設定が [TLS]に設定されているセキュア SIPトランクをサポートしています。他の要求ま
たは応答（INVITEなど）とは異なり、Cisco Unified Communications Managerは、OPTIONS要求
または応答については [X.509のサブジェクト名(X.509 Subject Name)]の設定（SIPトランクセキュ
リティプロファイルで設定）を確認しません。そのため、OPTIONS要求または応答に基づいて
リモート宛先に使用可能のマークを付けることはできますが、コール設定要求（INVITEなど）が
理由コード 403 Forbiddenで失敗することがあります。 OPTIONS要求を送信する Cisco Unified
CommunicationsManagerかOPTIONS要求を受信して応答するCiscoUnified CommunicationsManager
のいずれかで [X.509のサブジェクト名(X.509SubjectName)]を誤って設定すると、この障害が発生
することがあります。

次の 2つのシナリオについて考えてみます。

シナリオ 1

Unified CM 1は SIPトランクを介して Unified CM 2に OPTIONS要求を送信し、200 OK応答を受
信します。 Unified CM 2の SIPトランクセキュリティプロファイルの [X.509のサブジェクト名
(X.509 Subject Name)]が誤って設定されています。そのため、Unified CM 1ではUnified CM 2に使
用可能のマークが付きます。 INVITEが Unified CM 1から Unified CM 2に送信されると、Unified

Cisco Unified Communications Manager システムガイド、リリース 10.0(1)    
37

Session Initiation Protocol
SIP OPTIONS



CM 2は Unified CM 1に 403 Forbiddenメッセージを送信します。次の図に、このシナリオを示し
ます。

図 6：宛先での X.509 のサブジェクト名の確認における障害

シナリオ 2

Unified CM 1は SIPトランクを介して Unified CM 2に OPTIONS要求を送信し、200 OK応答を受
信します。 Unified CM 1の SIPトランクセキュリティプロファイルの [X.509のサブジェクト名
(X.509 Subject Name)]が誤って設定されていても、Unified CM 1はUnified CM 2に使用可能のマー
クを付けます。この場合、Unified CM 1から Unified CM 2への INVITE要求は失敗します。次の
図に、このシナリオを示します。

図 7：発信元での X.509 のサブジェクト名の確認における障害

SIP OPTIONS とダイジェスト認証

SIPトランクに対してダイジェスト認証が有効になっている場合（対応する SIPトランクセキュ
リティプロファイルで [ダイジェスト認証を有効化(Enable Digest Authentication)]チェックボック
スがオンになっている）、OPTIONS要求に対する 401（未許可）応答を受信した時点で、リモー
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ト宛先に使用可能のマークが付けられます。 401応答を受信した後、OPTIONSはダイジェスト
クレデンシャルとともに再送信されます。リモート側からのクレデンシャル確認時に、OPTIONS
要求に対する 200 OK応答が受信されます。

SIPレルム（最初の 401応答の受信時）またはダイジェストクレデンシャルが不一致（リモート
側）の場合の OPTIONS要求では、リモート宛先に使用可能のマークが付けられていても、後続
の INVITE要求が失敗します。

サービスアビリティアラーム

SIP OPTIONSをサポートしているアラームは、次のとおりです。

• SIPTrunkOOS

• SIPTrunkPartiallyISV

• SIPTrunkISV

SIP 早期オファー
サードパーティの SIPデバイスとの相互運用性を拡張するために、Cisco Unified Communications
Managerでは、発信側エンドポイントのメディア機能およびメディアポート情報が使用可能な場
合に、MTPを必要とせずに発信ボイスおよびビデオコールに対する早期オファーを有効にするよ
うに、SIPトランクを設定できます。

発信側コール設定

早期オファートランクの発信コールセットアップのために、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、発信側デバイスのメディアポート、コーデック、および発信側デバイスの IPアドレス（可能
な場合）を含む SDPを取り込み、発信側のメディア情報を利用できない場合にかぎり、早期オ
ファーのMTPを挿入し、複数のコーデックをサポートするMTPが挿入される場合は複数のコー
デックをアドバタイズします。以前のリリースでは、管理者が発信 SIPトランクでMTPの必須
または E2E RSVPを有効にしている場合にのみ、Cisco Unified Communications Managerは早期オ
ファーSDPを提供していました。早期オファー機能によって、より高い割合の発信の早期オファー
SIPトランクコールがMTPを必要とせずに発信されるため、必要なMTPリソースの数が減り、
サードパーティの PBXとの相互互換性が向上します。

Cisco Unified Communications Managerでは、次のいずれかのデバイスのコール開始時に、早期オ
ファー（MTPを必要としない）をサポートします。

• SIP電話機

• SCCP v20でサポートされている SCCP電話機。getPort機能を使用してメディアポート情報
を提供

• MGCPゲートウェイ

•着信の H323 FastStartコール

•着信の早期オファー SIPトランクコール
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メディアポート情報を使用できないエンドポイント（H323 SlowStartコール、遅延オファー
SIPコール、従来の SCCP電話機など）の場合、Cisco Unified Communications Managerはこれ
までどおりにMTPを割り当て、初期 INVITEで SDPを提供します。

（注）

上記のリストにあるデバイスから開始されたコールについては、DTMF/コーデックの不一致、
着信または発信トランクで TRPが必須、発信側でMTPが必須などの他の理由によりMTPが
必要になることがあります。

（注）

通話中設定

Cisco Unified Communications Managerは、基本的な保留/再開操作などの通話中の操作や、転送や
会議などの補足サービスを実行しているときのサードパーティのデバイスとの相互運用性も拡張

します。以前のリリースの Cisco Unified Communications Managerでは、非アクティブ SDP
（a=inactive属性）を含む INVITEを送信してメディアパスの中断を示し、遅延オファー INVITE
を送信して保留音を挿入するかメディアストリームを再開し、さらに 200 OKに送受信オファー
SDPが含まれることを想定していました。サードパーティのデバイスは、200 OKで送受信オ
ファー SDPではなく非アクティブオファー SDPを提供することが多いため、メディアパスが非
アクティブ状態のままになり、コールが破棄されます。

Cisco Unified Communications Managerでは、Cisco Unified Communications Managerによって通話中
INVITEでの非アクティブ SDPまたは送信専用 SDPの送信が禁止されるように、早期オファー
SIPトランクのパラメータを設定できます。このパラメータが有効の場合、Cisco Unified
Communications Managerは、保留中または他機能の起動中に既存のメディアストリームを中断せ
ずに、SIPトランクデバイスをMOHまたはアナンシエータデバイスに直接接続します。同様
に、Cisco Unified CommunicationsManagerは、MOHまたはアナンシエータストリームを中断せず
に、コール再開時に SIPトランクデバイスを回線側デバイスに直接接続します。遠端のメディア
ストリームが非アクティブに設定されないようにすることによって、CiscoUnifiedCommunications
Managerで常にメディアパスを再開できるようにする必要があります。

保留/再開時または補足サービスのメディア再開時に、サードパーティの SIPデバイスとの相
互運用性で問題が発生している場合にのみ、非アクティブ SDPまたは送信専用 SDPの禁止を
設定する必要があります。この設定を有効にした場合、CiscoUnityConnectionなどの特定のエ
ンドポイントが動作しないことがあります。

（注）

GetPort 機能のサポート

Cisco Unified Communications Managerでは、SIPトランクに接続されているデバイスで GetPort機
能がサポートされている場合に、SIPトランク上の初期コールまたは通話中コールの遅延オファー
INVITEに応答する送受信 SDPも提供しています。 Cisco Unified Communications Managerは、SIP
トランクが早期オファー用に設定されているかどうかに関係なく、この機能を提供します。デバ
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イスで GetPort機能がサポートされていない場合、Cisco Unified Communications Managerでは送受
信オファーを提供するための別のMTPは挿入しません。

コールが接続された後、Cisco Unified Communications Managerが SCCPデバイスまたはMTPから
のオーディオ/ビデオ/データポートの受信を待機する時間を変更するには、Port Received Timer
After Call Connectionサービスパラメータを設定します。このパラメータで指定された時間が経過
する前に、Cisco Unified Communications Managerでビデオポートの受信に失敗すると、コールは
最初に双方向オーディオでのみ確立されます。双方向ビデオは、別のオファー/アンサートラン
ザクションが完了した後、確立されることがあります。このタイマーで指定された時間が経過す

る前に、Cisco Unified Communications Managerでオーディオポートの受信に失敗すると、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerは別のオファー/アンサートランザクションを試行して、オーディ
オとビデオの両方の双方向メディアパスを確立します。

タイマーの時間を増やすと、Unified CMでポート情報を受信できる時間が長くなりますが、コー
ルの開始時またはコール中にオーディオ/ビデオが遅延する場合があります。発信側デバイスが
CASTプロトコルバージョン 3を使用しているCTIまたはUnifiedVideoAdvantageアプリケーショ
ンの場合、アプリケーションで接続を開いてポート情報を取得するために必要な時間と適合する

ように、タイマーを調整することが必要になる場合があります。

早期オファーの制限事項および相互作用

早期オファー機能に適用される制限事項および相互作用は、次のとおりです。

•早期オファー機能を使用するには、MTPで IOSバージョン 15.1(2)T以降を使用している必要
があります。

• SRTPおよびビデオ：Cisco Unified CommunicationsManagerでは、発信側デバイスの機能に応
じて、初期 INVITEの SDPでセキュアなオーディオ機能やビデオ機能をアドバタイズできま
す。

•エンドツーエンド（E2E）の RSVP：E2E RSVPでは、初期 INVITEに SDPを含めることに
よって早期オファーを提供するため、早期オファー機能と E2E RSVP機能を [SIPプロファイ
ルの設定(SIP Profile Configuration)]ウィンドウで同時に指定することはできません。 [RSVP
Over SIP]ドロップダウンリストボックスで [E2E]を選択すると、[音声コールとビデオコー
ルに対する早期オファーのサポート(必要な場合はMTPを挿入)(EarlyOffer support for voice and
video calls (insert MTP if needed))]チェックボックスは無効になります。

•シングルナンバーリーチ（SNR）：設定時にメディア機能が使用可能になっているSIP電話
機、SCCP v20電話機、または発信側デバイスから、トランクのシングルナンバーリーチ
（SNR）宛先へのコールが開始されると、INVITE SDPに発信側デバイスの IPアドレスと
ポートが含められます。 SNRトランクコールに早期オファーを提供するためにMTPが必要
な場合、別々のMTPポートがそれぞれの SNR宛先に割り当てられます。

• IPv6：Cisco Unified CommunicationsManagerは、SIPトランクに早期オファーが設定されてい
ても、次の IPv6シナリオの場合は遅延オファー INVITEを送信します。

◦ SIPトランクが IPv6専用モードで設定されている。

◦発信側デバイスが IPv6専用モードになっている。
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◦ SIPトランクがデュアルモードで、ANATが有効になっている。

◦ SIPトランクがデュアルモードで、メディアアドレス設定が IPv6である。

•遅延オファー SIPコールと早期オファーのインターワーキングの場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerはMTPを挿入して、発信コールレッグでSDPを提供します。 INVITE
にはオーディオ回線のみが含まれます。発信レッグで送信される INVITEには、オーディオ
メディア回線のみが含まれます。発信側ビデオ機能およびデバイスの暗号化キーは、タンデ

ムクラスタでは使用できないため、オーディオまたはビデオメディア回線には暗号化属性

がありません。結果として、発信 INVITE SDPには、MTPの IPとオーディオポートが含ま
れ、オーディオメディア回線のSRTPキーや属性は含まれず、ビデオメディア回線も含まれ
ません。

• SlowStart H323コールと早期オファーのインターワーキングの場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerはMTPを挿入して、発信コールレッグでSDPを提供します。 INVITE
にはオーディオ回線のみが含まれます。発信レッグで送信される INVITEには、オーディオ
メディア回線のみが含まれます。発信側ビデオ機能およびデバイスの暗号化キーは、タンデ

ムクラスタでは使用できないため、オーディオまたはビデオメディア回線には暗号化属性

がありません。結果として、発信 INVITE SDPには、MTPの IPとオーディオポートが含ま
れ、オーディオメディア回線のSRTPキーや属性は含まれず、ビデオメディア回線も含まれ
ません。 Cisco Unified Communications Managerでは、メディアカットスルー後に H323レッ
グからビデオ TCSを受信すると、コールアドミッション制御（CAC）でビデオが許可され
ており、割り当て済みのMTPでパススルーとマルチメディアがサポートされている場合に
は、ビデオも含まれるようになります。

• Cisco Unified Communications Managerは、次のシナリオの場合に遅延オファー INVITEを送
信します。

◦通話中のメディア再ネゴシエーション

◦コール保留：MOHサーバがネゴシエートされたオーディオコールと同じコーデックを
サポートしていないことがあるため、Cisco Unified Communications ManagerはMOHを
挿入する場合、通話中に遅延オファー INVITEを送信します。 Cisco Unified
Communications Managerでは、メディアを再ネゴシエートするために、遠端の完全な
コーデックリストを必要とします。

◦コール再開

回線側デバイスでコール転送を開始してコールを離れると、Cisco Unified
Communications Managerは 1つまたは 2つのトランクレッグを接続して、通
話中に遅延オファー INVITEを送信します。遅延オファー INVITEを使用する
ことにより、転送の結果として 2つのトランクコールレッグが接続されたと
きに、ビデオや SRTPなどの機能が破棄されずにすみます。

（注）

•次の状況のいずれかが発生した場合、Cisco Unified Communications Managerで遅延オファー
INVITEが送信されるか、または発信コールが失敗します。
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◦割り当て済みのMTP、トランスコーダ、または TRPで getPort機能がサポートされてい
ない場合に、発信 SIPトランクレッグが早期オファーに対して有効になっていると、
Cisco Unified Communications Managerは早期オファーを提供するための別のメディアリ
ソースを割り当てません。

◦ SIPトランクで [信頼されたリレーポイントを使用(Use Trusted Relay Point)]の設定が有
効になっており（[デバイス(Device)] > [トランク(Trunk)]）、割り当て済みのメディアリ
ソースで TRP機能がサポートされていないか、またはメディアポートの提供に失敗し
ている場合、Cisco Unified Communications Managerは別のメディアリソースを割り当て
ません。この状況は、MTPまたは RSVPエージェントが TRPに設定されていない場合
に発生します。

◦ Fail Call If MTP Allocation Failsサービスパラメータまたは Fail Call If TRP Allocation Fails
サービスパラメータの設定に応じて、Cisco Unified Communications Managerで遅延オ
ファーが送信されるか、またはコールが失敗します。

•早期オファー SIPトランク上の打診コールレッグで帯域内呼び出し音またはアナウンスを提
供するブラインド転送で呼び出し音を提供するように、SIPトランクに UPDATEおよび
PRACKを設定してください。トランクが PRACKに対して有効になっていない場合、また
は遠端のデバイスでUPDATEがサポートされていない場合、転送される側は呼び出し音を受
信しません。

•以前のリリースと同様に、オファー SDP内のコーデックの順序は変更できません。 Cisco
Unified CommunicationsManagerは内部リストに基づいて、通常は高いものから低いものとな
るようにコーデックを並べます。この問題を回避するには、SIP正規化スクリプトを作成し
て、オファー SDP内のコーデックの順序を並べ替えます。

トレース

次に、早期オファーコールのトラブルシューティングに役立つトレースの例を示します。

SIP トランクのトレース

001685280 |2010/05/25 13:50:31.980 |100 |AppInfo
|||SIPCdpc(1,100,67,9)||1,100,67,9.1̂ *̂ *|//SIP/SIPCdpc(1,67,9)/ci=30801944/ccbId=14961/scb
Id=0/StartTransition: requireInactiveSDPForMidcallMediaChange=0,
isTrunkEnabledForVoiceEO=1

1は、このコールに対して早期オファーが有効になっていることを示し、0は早期オファーが
無効になっていることを示します。

（注）

001685289 |2010/05/25 13:50:32.001 |100 |SdlSig |PolicyAndRSVPRegisterReq
|wait
|RSVPSessionMgr(1,100,91,1) |SIPCdpc(1,100,67,9)
|1,100,49,1.100206^172.18.199.61^SEP001319ACCA00
|[R:N-H:0,N:0,L:0,V:0,Z:0,D:0] CI=

Cisco Unified Communications Manager システムガイド、リリース 10.0(1)    
43

Session Initiation Protocol
SIP 早期オファー



30801944 Branch= 0 reg=Default cap=0 loc=0
MRGLPkid=1db1ba42-9575-e3dc-ba78-fb11d56db546
PrecLev=5 VCall=F VCapa=F VCapCount=0 regiState=0 medReq=0 dataCapFl=2
IsEmccD=F
EmccDName=to-ccm84 rcId= ipMode=0 eoType=2 getPort=F sRTP=F cryptocap=0
tm=16
DTMF(wantRecep=1 provOOB=1 suppMeth=1 Cfg=1 PT=0 reqMed=0) hInCodec=F
distMed=F mediaEP=F
rsvpQoSType=0 qosFallback=F status=0 sipOfferNeededInd=T hasSDP=F
geolocInfo={geolocPkid=,
filterPkid=, geolocVal=, devType=8}

eoTypeの値は、なし（0）、G.Clearに対する早期オファー（1）、音声およびビデオに対する
早期オファー（2）、G.Clear音声およびビデオに対する早期オファー（3）です。

（注）

001685353 |2010/05/25 13:50:32.087 |100 |SdlSig |PolicyAndRSVPRegisterRes

|outCall_waitRSVPRes |SIPCdpc(1,100,67,9) |RSVPSession(1,100,93,5)
|1,100,49,1.100207^172.18.199.61^SEP001319ACCA00
|[R:N-H:0,N:0,L:0,V:0,Z:0,D:0] CI=
30801944 Branch= 0 Status=1 rsvpPol=1 vCall=F e2eRSVPInserted=F eoStatus=1
hasSDPMsg=T
RSVPAgent: confID =0 ci =0 capCt =0 reg= mtpType =2 agentCt =0 agentAllo
=0 RemoAgent=F
DevCap=0 ipAddrMode=0

eoStatusの有効な値は、なし（0）、音声およびビデオに対する早期オファー（1）、G.Clearに
対する早期オファー（2）、遅延オファーの続行（3）、失敗したコール（4）です。

（注）

早期オファーコールに関与している StationD（SCCP デバイス）のトレース

001685325 |2010/05/25 13:50:32.064 |100 |SdlSig |DeviceMediaInfoReq
|restart0
|StationD(1,100,50,13) |RSVPSession(1,100,93,5)
|1,100,49,1.100206^172.18.199.61^SEP001319ACCA00
|[R:N-H:0,N:0,L:0,V:0,Z:0,D:0] CI=
30801943 confID=30801943 callRefID=30801943 counter=1 mediaType=1 iptype=0
PPID=16777217
reqCode=1
001685327 |2010/05/25 13:50:32.064 |100 |SdlSig |StationPortReq |restart0
|StationD(1,100,50,13) |StationCdpc(1,100,51,1)
|1,100,49,1.100206^172.18.199.61^SEP001319ACCA00
|[R:N-H:0,N:0,L:0,V:0,Z:0,D:0]
confID=30801943 PPID=16777217 CI=30801943 transportType=1 addrType=0
mediaType=1 .

SCCPv20デバイスからの応答は、次のとおりです。

001685328 |2010/05/25 13:50:32.081 |100 |AppInfo
|||StationInit(1,100,49,1)||1,100,49,1.100207̂ 172.18.199.61̂ SEP001319ACCA00|StationInit:
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(0000013) PortRes IpAddr=0x399eb00, Port=31780, RTCPPort=0,
confID=30801943, PPID=16777217
001685330 |2010/05/25 13:50:32.081 |100 |SdlSig |StationPortRes
|outgoing_call_proceeding3
|StationCdpc(1,100,51,1) |StationD(1,100,50,13)
|1,100,49,1.100207^172.18.199.61^SEP001319ACCA00
|[R:N-H:0,N:0,L:0,V:0,Z:0,D:0] CI=
30801943 confID=30801943 ptpID=16777217
ipaddr=0x{ac,12,c7,3d,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0,0}
port=31780 =.type=0. RTCPPort=0 mediaType=1

001685331 |2010/05/25 13:50:32.082 |100 |SdlSig |DeviceMediaInfoRes |wait

|RSVPSessionMgr(1,100,91,1) |StationCdpc(1,100,51,1)
|1,100,49,1.100207^172.18.199.61^SEP001319ACCA00
|[R:N-H:0,N:0,L:0,V:0,Z:0,D:0] CI=
30801943 confID=30801943 callRefID=30801943 mediaType=1 iptype=0
PPID=16777217 reqCode=1
port=31780 RTCPPort=0 ipAddrType=0 ipv4=172.18.199.61 status=0

MTP 割り当てが必要な場合の早期オファーコールのメディアレイヤトレース

001686458 |2010/05/25 13:50:48.535 |100 |SdlSig |AuEarlyOfferConnectReq
|waitForAll
|MediaCoordinator(1,100,125,1) |RSVPSession(1,100,93,6)
|1,100,49,1.100222^172.18.201.82^SEP0014F2E982F1
|[R:N-H:0,N:0,L:0,V:0,Z:0,D:0] Party1:
CI=30801945 capCount=7 region=Default xferMode=4 mrid=0 audioId=0
videoCap=F dataCap=2
activeCap=0 cryptoCapCount=0 flushIns=0 dtmCall=0 dtmPrimaryCI=0
IFPid=(0,0,0,0) dtMedia=F
honorcodec=F EOType=0 MohType=0 Party2: CI=30801946 capCount=0
region=Default xferMode=16
mrid=0 audioId=0 videoCap=F dataCap=2 activeCap=0 cryptoCapCount=0
flushIns=0 dtmCall=0
dtmPrimaryCI=0 IFPid=(0,0,0,0) dtMedia=F honorcodec=F EOType=2 MohType=0
videoCall=F
confID =0 ci =0 capCt =0 reg= mtpType =2 agentCt =0 agentAllo =0
RemoAgent=F DevCap=0
ipAddrMode=0 mtpInsReason=32 hasSDP=F

mtpInsReasonの有効な値は、なし（0）、TRP側 B（1）、TRP側 A（2）、トランスコーダ側
A（4）、MTP側 A（8）、DTMF不一致（16）、早期オファー（32）です。

（注）

001686676 |2010/05/25 13:50:48.646 |100 |SdlSig |AuEarlyOfferConnectReply
|wait
|RSVPSession(1,100,93,6) |MediaCoordinator(1,100,125,1)
|1,100,49,1.100223^172.18.197.154^MTP_sinise |[R:N-H:0,N:0,L:0,V:0,Z:0,D:0]

ciParty1=30801945 ciParty2=30801946 devicePidParty1=(1,100,50,3)
devicePidParty2=(1,100,67,10) err=0 videoFlag=F hasSDP=T.
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メディアリソース割り当ての失敗に対する有効なエラーコードの有効な値は、エラーなし

（0）、TRP割り当て側B（1）、TRP側A（2）、トランスコーダ側A（3）、MTP側A（4）、
DTMF不一致のMTP（5）、早期オファーのMTP（6）です。

（注）

早期オファーの問題のトラブルシューティング

早期オファーの問題をトラブルシューティングする方法については、次の表を参照してください。

表 8：早期オファーの問題のトラブルシューティング

ソリューション問題

1 早期オファートランクに関連付けられている SIPの
[音声コールとビデオコールに対する早期オファーの
サポート(Early Offer support for voice and video calls)]
チェックボックスがオンになっていることを確認し

ます。

2 SIPトランクが IPv6専用モードのトランクでもデュ
アルモードのトランクでもなく、ANATまたはメディ
ア設定が IPv6に設定されていることを確認します。

3 発信側デバイスが IPv6専用デバイスではないことを
確認します。

4 SCCP v20よりも前のデバイスまたは H323 SlowStart
デバイスからコールが開始されている場合、あるい

はこれが遅延オファー着信コールの場合、MTP割り
当てが実行されていることを確認します。

5 発信者または SIPトランクのメディアリソースグ
ループリストに使用可能なMTPがあることを確認
します。MTPファームウェアでgetPort機能がサポー
トされていることを確認します。MTPイメージで
getPort機能がサポートされていない場合は、より新
しいイメージ（IOSリリース 15.1(2)T以降）にアッ
プグレードします。

6 SCCP v20発信側デバイスの場合、デバイスが
StationPortRes/DeviceMediaInfoResでメディアポート
を提供していることを確認します。提供していなかっ

た場合は、タイムアウトイベント

（event-GetPortResponseTimerまたは
TimeoutWaitingForPortInfo）を確認します。

早期オファー SIPトランクのコールの
初期発信 INVITEに SDPが含まれな
い。
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ソリューション問題

1 SCCP v20よりも前のデバイスまたは H323 SlowStart
デバイスまたは遅延オファー着信トランクからコー

ルが開始されている場合、MTP割り当てが実行され
ていること、およびそのMTPで SCCP v20がサポー
トされていることを確認します。

2 MTP割り当てに失敗している場合は、次のうちの 1
つまたは複数を実行します。

• Fail Call Over SIP Trunk If MTP Allocation Fails
サービスパラメータの設定を確認し、[False]に
設定します。

• SIPトランクまたはデフォルトプールに関連付
けられているメディアリソースグループリス

トにMTPを含めます。

3 MTPイメージでgetPort機能がサポートされていない
場合は、より新しいイメージ（IOSリリース15.1(2)T
以降）にアップグレードします。

4 SCCP v20デバイスからコールが開始されている場合
は、SCCP回線デバイスからの StationPortResを待機
している間に、Cisco Unified CommunicationsManager
がタイムアウト（通常、2秒後）していないかどうか
を確認します。タイムアウトしていた場合、SCCP
デバイスをリセットしたり、電話機のログを収集し

たりする必要があります。また、Fail Call Over SIP
Trunk If MTP Allocation Failsサービスパラメータの
設定も確認します。 Cisco Unified Communications
Managerで遅延オファー INVITEを送信する場合は、
パラメータを [False]に設定します。

早期オファー SIPトランクの発信コー
ルが失敗する。 Cisco Unified
Communications Managerが INVITEを
送信しない。
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ソリューション問題

1 このトランクの [トランクの設定(TrunkConfiguration)]
ウィンドウで、[メディアターミネーションが必須
(Media Termination Required)]チェックボックスがオ
フになっていることを確認します。

2 このトランクの [トランクの設定(TrunkConfiguration)]
ウィンドウで、[メディアターミネーションが必須
(Media Termination Required)]チェックボックスがオ
フになっている場合は、メディアリソースが割り当

てられているかどうかを確認します。メディアリ

ソースはローカル RSVP、トランクで有効な TRP、
早期オファー、DTMF不一致、またはコーデック不
一致に割り当てることができます。

3 メディアリソースがパススルーコーデック用に設定

されていることを確認します。

早期オファー SIPトランクの発信コー
ルに、常に 1つのコーデックとMTP
の IPアドレスおよびポートを含むSDP
が含まれる。

1 このトランクの [トランクの設定(TrunkConfiguration)]
ウィンドウで、[メディアターミネーションが必須
(Media Termination Required)]チェックボックスがオ
フになっていることを確認します。

2 Cisco Unified Communications ManagerのMTPが割り
当てられていないことを確認します。 Cisco Unified
CommunicationsManagerのMTPでは、ビデオパスス
ルーをサポートしていません。

3 IOS MTPが割り当てられている場合は、IOS MTPが
パススルーコーデックを使用して設定されているこ

とを確認します。 IOSMTPはビデオパススルーをサ
ポートしています。

4 ロケーションコールアドミッション制御でビデオ

コールが許可されていることを確認します。

MTPが初期コールに挿入されている場
合に、初期コールでビデオが表示され

ない。

   Cisco Unified Communications Manager システムガイド、リリース 10.0(1)
48

Session Initiation Protocol
SIP 早期オファー



ソリューション問題

1 このトランクの [トランクの設定(TrunkConfiguration)]
ウィンドウで、[メディアターミネーションが必須
(Media Termination Required)]チェックボックスがオ
フになっていることを確認します。

2 IOSMTPがパススルーコーデックを使用して設定さ
れていることを確認します。

3 コールがH323SlowStartデバイスまたは遅延オファー
トランクから開始されていないことを確認します。

MTPがコールに挿入されている場合
に、コールが非セキュアになる。

Cisco Unified Communications Manager SIP エンドポイント
の概要

Cisco Unified IP Phone 7911、7941、7961、7970、および 7971は、Cisco Unified Communications
Manager Back to Back User Agent（B2BUA）環境で SIPエンドポイントとして配置されます。電話
機と他のネットワークコンポーネントとの基本的なインターフェイスは SIPが提供します。 SIP
以外に、たとえば、IPアドレス割り当て用の DHCP、ドメイン名からアドレスへの解決に使用す
る DNS、イメージおよび設定データをダウンロードするための TFTPなど、各種の機能に対して
さまざまなプロトコルが使用されます。
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ここでは、例を図で示し、B2BUA環境とピアツーピア環境について簡単に説明します。

図 8：Cisco Unified Communications Manager B2BUA ネットワーク

上図は、メインサイトと営業所の配置を示したCiscoUnified CommunicationsManager B2BUAネッ
トワークの単純な例を示しています。各サイトには、SIPを実行する電話機と SCCPを実行する
電話機が混在しています。メインサイトには、Cisco Unified Communications Managerクラスタと
ボイスメールサーバがあります。メインサイトと営業所サイトにある電話機はそれぞれ、プラ

イマリ、セカンダリ、および三次の Cisco Unified Communications Managerセットをホームにして
います。これによって、個々の Cisco Unified Communications Managerサーバに障害が起きた場合
の、コール制御の冗長性が提供されます。

メインサイトの SIPを実行している電話機は、すべてのセッション招待を Cisco Unified
Communications Managerへ送信します。ルーティング設定と宛先を基に、Cisco Unified
Communications Managerはコールを SIPまたは SCCPを実行している別の電話機へローカルに送
り届けたり、メインサイトの音声ゲートウェイを通じて IP WANから営業所内のいずれかの電話
機へ送り届けたり、メインサイトの音声ゲートウェイを通じて PSTNへ送り届けたりします。同
様に、営業所内の電話機から発信されたコールも、営業所の音声ゲートウェイを通じて、コール

を PSTNへルーティングする追加機能を使用してルーティングされます。

営業所には、メインサイトの IP WANおよび PSTNにアクセスするために、SRSTゲートウェイ
が配置されます。営業所の SIPを実行している電話機は、すべてのセッション招待をメインサイ
トのCiscoUnified CommunicationsManagerへ送信します。メインサイトの電話機と同様に、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerは、コールをメインサイトの電話機へ送り届けたり、メインサイ
トの音声ゲートウェイを通じて IP WANから営業所の電話機、または PSTNへ送り届けたりする
ことができます。営業所内の電話機から発信されたPSTNコールは、CiscoUnifiedCommunications
Managerクラスタのルーティング設定に従って、メインサイトのゲートウェイを通じて PSTNへ
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ルーティングしたり、営業所のゲートウェイを通じて PSTNへローカルにルーティングしたりす
ることができます。

IPWANに障害が起きた場合、SRSTゲートウェイは、バックアップコール制御サーバとしても機
能します。 SIPを実行している電話機と SCCPを実行している電話機はどちらも、WANの障害時
にSRSTゲートウェイへフェールオーバーします。そうすることにより、営業所内の電話機はコー
ルを SRSTゲートウェイにルーティングできます。このようなコールとしては、営業所内で発信
および終端するコールと、PSTN内で発信および終端するコールがあります。

SIP 回線側の概要
SIP回線側機能は、Cisco Unified Communications Managerアーキテクチャ、TFTPサーバ、および
Cisco Unified IP Phoneに影響を与えます。 SIPを実行している電話機の機能は SCCPを実行してい
る電話機の機能と同等で、動作も似ています。 Cisco Unified IP Phone 7941/61/71/70/11は、すべて
の機能およびほとんどの CTIアプリケーションをサポートします。 Cisco Unified IP Phone
7905/12/40/60は、縮小された機能セット（たとえば、制限付きのMOH機能とフェールオーバー
機能）をサポートします。 SIPトランク側アプリケーションは、SCCPを実行している電話機と
SIPを実行している電話機の両方に対して機能します。

SIP の規格
CiscoUnified CommunicationsManagerでは、この項で説明する SIP規格がサポートされています。

RFC3261、RFC3262（PRACK）、RFC3264（Offer/Answer）、RFC3311
（UPDATE）、3PCC

この SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

•基本コール

•保留と再開

•保留音

•鳴り分け

•スピードダイヤル

•短縮ダイヤル

•自動転送（486および 302サポート）

•ミートミー

•ピックアップ、グループピックアップ、他グループピックアップ

• 3方向コール（SIPを実行しているローカル電話機の混在）
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•コールパーク取得

•共有回線：基本コール

RFC3515（REFER）Replaces および Referred-by ヘッダー
これらの SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

•打診転送

•初期在席転送

•ブラインド転送

Remote Party Id（RPID）ヘッダー
この SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

• Calling Line ID（CLID）

• Calling Party Name ID（CNID）

• Dialed Number ID Service（DNIS）

• Call-by-call Calling Line ID Restriction（call-by-call CLIR）

RPIDは、識別サービスに使用される SIPヘッダーです。 RPIDは、発信側、着信側、および接続
先リモート側の情報を相手に示します。その目的は、識別と折り返し、合法的な代行受信、緊急

サービスに対するユーザ IDとユーザロケーションの指示、およびアカウンティングサービスと
課金サービス用のユーザの識別です。

Diversion ヘッダー
この SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

• Redirected Number ID Service（RDNIS）

• Call Forward All Activation、Call Forward Busy、Call Forward No Answer

Replaces ヘッダー
この SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

•共有回線：リモート再開

   Cisco Unified Communications Manager システムガイド、リリース 10.0(1)
52

Session Initiation Protocol
RFC3515（REFER）Replaces および Referred-by ヘッダー



Join ヘッダー
この SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

•共有回線：割り込み

P-Charging-Vector ヘッダー
Cisco Unified Communications Manager 8.6(1)では、ネットワーク配置で P-Charging-Vector（PCV）
というSIPヘッダーのパススルーをサポートします。このPCVヘッダーを使用して、グローバル
に一意な IPMultimedia Subsystem（IMS）Charging Identifier（ICID）値など、モバイルまたは PSTN
の課金関連情報をサービスプロバイダーに伝送します。

新しい SIP正規化スクリプトである、HCS-PCV-PAI-passthroughは、この機能の一部として導入さ
れています。このスクリプトが Cisco Unified Communications Managerにプレインストールされて
いて、ネットワークを指すすべての SIPトランクに関連付けられる必要があります。

ネットワークから発信するすべてのコールに対して、Cisco Unified Communications Managerは、
INVITE、UPDATE、および 200 OKでネットワークから受信した PCVヘッダーを相手側へパスス
ルーします。さらに、Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified Communications
Managerで終了するコールに対する 200 OK SIPを介したネットワークからの PCVヘッダーをパス
スルーします。これらのコールは同じ SIPトランクを経由してシスコネットワークに戻るように
ルーティングされるため、Cisco Unified Communications Managerが受信する 200 OKメッセージ
は、発信コールの PCVヘッダーを使用してそのまま渡されます。

RFC3265 + ダイアログパッケージ
この SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

•共有回線：リモート状態通知

RFC3265 + プレゼンスパッケージ
これらの SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

•スピードダイヤルでの BLF

• Missed、Placed、Received Callsリストでの BLF

RFC3265 + KPML パッケージ
これらの SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。
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•番号収集

• OOB DTMF

RFC3265 + RFC3842 MWI パッケージ（要求なしの通知）
これらの SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

•メッセージ受信インジケータ

Remotecc
この SIP規格では、次の Cisco Unified Communications Manager機能がサポートされます。

•アドホック会議

•最後の参加者の削除

• Conflist

•即時転送

•コールパーク

•コール選択

•共有回線：プライバシー

RFC4028 セッションタイマー
この SIP規格は、re-INVITEによる SIPセッションの定期的なリフレッシュを許可し、リモートへ
のシグナリング接続がまだ有効であるかどうかを Cisco Unified Communications Managerが判別で
きるようにします。

SIP 電話機での Cisco Unified Communications Manager の機
能

この項で説明している次の Cisco Unified IP Phone機能が Cisco Unified Communications Managerで
サポートされます。

BLF コールピックアップ
Cisco Unified Communications Managerでは、回線キーを BLFコールピックアップキーとして割り
当てることができます。 BLFコールピックアップキーの動作は、SIPを実行している電話機の
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BLFスピードダイヤルキーと同等です。回線キーには、設定されている DNの BLFステータス
が表示されます。この回線キーを押すと、設定されている DNへの発信が実行されます。 BLF
コールピックアップでは、BLFコールピックアップDNとして設定されているDNでコールのア
ラートが発生すると、アラート通知が追加されます。アラート中のコールに応答するには、コー

ルがアラート状態となっている間に、BLFコールピックアップ DNを押します。

BLFコールピックアップ機能でモニタされている DNについては、サブスクリプションタイプ
PRESENCE+ALTERTINGを使用して、SIPデバイスレイヤがコールのプレゼンスステータスとア
ラートステータスをサブスクライブします。PRESENCE+ALTERTINGのサブスクリプションは、
モニタされている DN回線の回線制御によって処理されます。サブスクライブされている DNで
コールが受信されると、回線制御によって Subscription Managerに通知されます。

発呼側の正規化

Cisco Unified Communications Managerでは、ゲートウェイを介して受信したコールの発呼側番号
をグローバル化できます。発呼側番号を電話機に表示する前に変換して、E.164形式にすること
ができます。電話機には、このグローバル化された番号が提供されます。ユーザは、番号編集の

機能を使用しなくても、受信した番号に折り返しのコールを発信できます。

グローバル化された番号のオプションの URIパラメータ（x-cisco-callback-number）が RPIDヘッ
ダーに追加されます。ローカライズされた番号は、SIP URIのユーザ部分として指定されます。
Cisco Unified Communications Managerによって電話機に送信される Fromヘッダーでも、同じ SIP
URIが指定されます。折り返しダイヤル機能を起動すると、電話機は同じ SIP URIを要求 URIと
して Cisco Unified Communications Managerに INVITEでエコーバックします。 Cisco Unified
Communications Managerの SIPデバイスレイヤは、グローバル化された番号が含まれている URI
パラメータの要求 URIを解析し、ルーティングに使用します。この URIが見つからない場合、
SIPデバイスレイヤは、SIP URIのユーザ部分にある番号のローカライズ形式を使用します。

x-cisco-callback-numberパラメータはオプションであり、会議コールの RPIDヘッダーには含まれ
ず、コールが非通知としてマーキングされている場合には含まれていないことに注意してくださ

い。

CTI サポート
回線側 SIPには CTI機能が含まれます。この機能を使用すると、Cisco Unified Communications
ManagerAssistantなどのCTIアプリケーションで、SIPを実行しているCiscoUnified IP Phone（Cisco
Unified IP Phone 7961など）をサポートできます。SIPを実行している電話機のCTI機能は、SCCP
を実行している電話機のものと同等ですが、いくつかの例外があります。 SIPを実行している電
話機でサポートされる CTI機能には、テキストの表示、ランプの設定、トーンの再生、コール
パーク、およびプライバシーのサポートが含まれます。 CTIおよび Cisco Unified Communications
Managerの詳細については、コンピュータテレフォニー統合を参照してください。
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ダイヤルプラン

SCCPを実行している電話機とは異なり、SIPを実行している電話機は番号をローカルで収集して
から、その番号を Cisco Unified Communications Managerへ送信します。 SIPを実行している電話
機はローカルダイヤルプランを使用して、十分な番号がいつ入力されたかを認識し、収集された

番号を使用して INVITEをトリガーします。 SRSTモードで SIPを実行している電話機は、Cisco
UnifiedCommunicationsManagerから受信した設定済みダイヤルプランを使用し続けます。詳細に
ついては、SIPダイヤルルールを参照してください。

ダイレクトコールピックアップ

Cisco Unified Communications Managerは、SIPを実行している電話機上でダイレクトコールピッ
クアップ機能をサポートしています。 SIPを実行している電話機のダイレクトコールピックアッ
プ機能は、SCCPを実行している電話機のものと同等です。ダイレクトコールピックアップで
は、[Gピック]ソフトキーを押して電話番号を入力することで、そのDNのアラート中のコールを
直接ピックアップできます。 SIPを実行している電話機は、Cisco Unified Communications Manager
に対して、ピックアップ対象となる電話機の DNが含まれた INVITEを送信します。

サイレント

CiscoUnified CommunicationsManagerは、SIPデバイスまたはCiscoUnified CommunicationsManager
デバイスが開始するサイレント（DND）をサポートします。DNDステータスの変化は、SIPデバ
イスから、SIP PUBLISHメソッドを使用して Cisco Unified Communications Managerにシグナリン
グされます。 DNDステータスの変化は、Cisco Unified Communications Managerから、dndupdate
Remote-cc REFER要求を使用して SIPデバイスにシグナリングされます。また、Cisco Unified
CommunicationsManagerはデバイスのDNDステータスとともにデバイスのビジー/アイドルステー
タスを発行することもできます。

サイレント（DND）によるコール拒否
DND機能については、Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルで 2つのオプションのい
ずれか 1つに設定できます。設定できるのは、[呼出音オフ(Ringer Off)]または [コール拒否(Call
Reject)]です。 [コール拒否(Call Reject)]は、SCCPを実行している電話機と SIPを実行している電
話機の両方でサポートされます。 DNDがアクティブで [コール拒否(Call Reject)]が選択されてい
る場合、着信コール、オーディオ通知、およびビジュアル通知が電話機に表示されません。

DSCP の設定
SIPを実行している Cisco Unified IP Phoneは、デバイスにダウンロードされた設定ファイルから
DSCP情報を取得します。DSCP設定はデバイスに適用されますが、SCCPを実行している電話機
はコール用にDSCP設定を取得できます。DSCP値は、[エンタープライズパラメータ設定(Enterprise

   Cisco Unified Communications Manager システムガイド、リリース 10.0(1)
56

Session Initiation Protocol
ダイヤルプラン

CUCM_BK_SE5FCFB6_00_cucm-system-guide-100_chapter_010010.pdf#unique_236


Parameters Configuration)]ウィンドウとCiscoUnified CommunicationsManagerの [サービスパラメー
タ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウで設定されます。

E.164
Cisco Unified Communications Managerでは、ゲートウェイを介して受信したコールの発呼側番号
をグローバル化できます。この処理には、E.164形式の番号（+14085551234など）にある「+」
記号の追加を含みます。 SIPを実行している電話機が、通話履歴ログにある番号への折り返しダ
イヤル機能を起動した場合、Cisco Unified Communications Managerにはグローバル化された番号
がルーティング用として返されます。E.164のサポートによって、SIPデバイスレイヤは、グロー
バル化された番号文字列全体（+を含む）を DAに渡すことができます。

iX メディアチャネル
iXメディアチャネル機能では、複数のアプリケーションレイヤプロトコルを多重化するため、
シンプルで信頼性に優れたセキュアなチャネルを利用できます。SIPトランクで iXメディアチャ
ネルのサポートを有効にするには、Cisco Unified Communications Managerの管理ページで [デバイ
ス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [SIPプロファイル(SIP Profile)]を選択し、[iXアプ
リケーションメディアを許可(Allow iX Application Media)]チェックボックスをオンにします。

Unified Communications Managerは、ビデオチャネルが確立されている場合のみ、iXメディア
チャネルのネゴシエーションをサポートします。

（注）

サポートされている SIPデバイスの場合、iXメディアチャネルはデバイスのユーザインター
フェイスから有効化する必要があります。詳細については、ご使用の電話機モデルに関連す

るドキュメントを参照してください。

（注）

参加および回線をまたいで参加

参加機能の動作は、SIPを実行している電話機で、アドホック会議機能のインスタンスが1つ以上
存在している場合と同様です。ただし、打診コールが開始されることはありません。回線をまた

いで参加機能を使用すると、複数の電話回線（電話番号が異なる回線または電話番号が同じでパー

ティションが異なる回線）上のコールを参加させ、会議を作成できます。

参加機能、または回線をまたいで参加機能をユーザが実行した場合、SIPを実行している電話機
は、既存のソフトキーが SIPを実行している電話機から Cisco Unified Communications Managerに
送信されるときと同じ方法で [参加]ソフトキーメッセージを使用し、選択されている回線で参加
機能を実行します。
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迷惑呼 ID（MCID）
Cisco Unified Communications Managerは、SIPを実行している電話機上でMCID機能をサポートし
ています。 SIPを実行している電話機のMCID機能は、SCCPを実行している電話機のものと同
等です。MCID機能は、いたずら電話や脅迫電話を追跡する便利な方法を提供します。この類の
コールを受信したユーザが [迷惑呼]ソフトキーを押すと、新しい Remote-cc REFER softkeyevent
要求が Cisco Unified Communications Managerに送信されます。この結果、Cisco Unified
Communications Managerでコールが記録されます。ユーザには確認音が再生され、MCID通知が
受信されたことを示すテキストメッセージが送信されます。この確認音は、電話機へのRemote-cc
playtonereqによって生成されます。テキストメッセージは、「迷惑呼IDの処理完了」という内容
の Remote-cc statuslineupdateです。

Network Time Protocol（NTP）
Cisco Unified Communications Managerの管理ページで電話用 Network Time Protocol（NTP）参照先
を設定し、SIPを実行する Cisco Unified IP Phoneが、日付と時刻を必ず NTPサーバから取得する
ようにできます。すべての NTPサーバから応答がない場合、SIPを実行している電話機は、
REGISTERメッセージに対する 200 OK応答内の日付ヘッダーを使用して日付と時刻を取得しま
す。

電話用 NTPを Cisco Unified Communications Managerの管理ページに追加した後、それを日時グ
ループに追加する必要があります。日時グループ内では、電話機が連絡する最初のサーバから順

に、電話用 NTPに優先順位を付けます。

日時グループの設定はデバイスプール内で指定され、デバイスプールは電話機ウィンドウで指定

されます。

NTP参照先の設定方法については、SIPダイヤルルールを参照してください。

PLAR
Private Line Automatic Ringdown（PLAR）とは、従来のテレフォニーシステムで使用される用語
で、ユーザが電話機をオフフックすると、常に電話機が事前に設定された番号をすぐにダイヤル

するような電話機の設定のことです。ユーザは、その電話機（または回線）から別の番号をダイ

ヤルできません。これは、Cisco Unified Communications Managerでパーティション、コーリング
サーチスペース（CSS）、およびトランスレーションパターンを使用して SCCP IP Phoneに実装
されます。電話機に PLARがセットアップされていることは、デバイス設定にも回線設定にも表
示されません。

管理者は SIPダイヤルルールを使用して、SIPを実行する電話機に PLARを設定します。 PLAR
に設定された電話機は、適切なターゲットパターンを指定する、1回線ダイヤルプランが設定さ
れます。ユーザがオフフックすると、電話機は INVITEにターゲット文字列を含めて、すぐに要
求を Cisco Unified Communications Managerへ送信します。ユーザは、番号を入力しません。詳細
については、SIPダイヤルルールを参照してください。
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プログラム可能な回線キー

Cisco Unified IP Phoneは、回線ボタン（ディスプレイの右側にあるボタン）をサポートしていま
す。このボタンを使用すると、特定の回線上でコールを開始、応答、または切り替えることがで

きます。スピードダイヤル、エクステンションモビリティ、プライバシー、BLFスピードダイヤ
ル、DND、サービス URLなど、限られた数の機能をこれらのボタンに割り当てることができま
す。これらの各機能は、SIPを実行している電話機でサポートされており、Cisco Unified
Communications Managerで設定できます。

PLK機能の詳細については、プログラム可能な回線キーを参照してください。

ワンボタン割り込み/C 割り込み
Cisco Unified CommunicationsManagerは、SIPデバイスから開始されるワンボタン割り込みとC割
り込みをサポートしています。 SIPを実行している電話機のワンボタン割り込み/C割り込み機能
は、SCCPを実行している電話機のものと同等です。ワンボタン割り込み/C割り込み機能を使用
すると、ユーザは進行中のコールの共有回線ボタンを押すだけで、自分自身をそのコールに自動

的に追加できます。

単一コール UI
Cisco Unified Communications Managerは、SIPを実行している電話機上で、回線ロールオーバーに
よる単一コールUIをサポートしています。回線ロールオーバーが発生するのは、max-calls-per-line
および busy-triggerの値が 1/1に設定されている場合です。転送機能および会議機能では、プライ
マリコールで max-calls-per-lineの値に達した場合、電話機は、コールが発生していない直近の回
線ボタンまたは別パーティションの同一 DNに対して打診コールをロールオーバーすることがで
きます。 max-calls-per-lineおよび busy-triggerの値が 2/1に設定されている場合、発信の打診コー
ルは同じボタンに転送されます。

エンドポイントの SIP プロファイル
SIP属性はほとんど変更されないため、Cisco Unified Communications Managerは SIPプロファイル
を使用して、SIPトランクおよび Cisco Unified IP Phoneに関連した SIP属性を定義します。これ
らの属性を、すべてのSIPトランクとSIPを実行する電話機に個別に追加することなく、プロファ
イルの中に入れておくと、管理者は SIPデバイスの設定に費やす時間を減らすことができ、デバ
イスグループの値を変更できるようになります。 SIPプロファイルは、SIPのトランクと電話機
を設定するときの必須フィールドなので、Cisco Unified Communications Managerにはデフォルト
の SIPプロファイルが用意されていますが、管理者はカスタマイズした SIPプロファイルを作成
できます。 SIPプロファイルを SIPデバイスに割り当てるには、Cisco Unified Communications
Managerの管理ページを使用します。

SIPを実行している電話機のソフトウェアは、各電話機へ TFTPで送信された SIP値の大部分を使
用します。
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SIPプロファイルの設定方法については、SIPダイヤルルールを参照してください。

ソフトクライアントの二重登録

Cisco Unified CommunicationsManagerでは、2つの異なるエンドポイントを同じデバイス名に登録
することはできません。これにより、ソフトクライアントでは問題が発生する可能性がありま

す。ソフトクライアントは、複数のシステム（PC用の Cisco JabberクライアントやMacintosh用
のCisco Jabberクライアントなど）にインストールでき、各システムの同じ登録を使用できるため
です。

別のソフトクライアントが該当するデバイス名にすでに登録されている場合に、登録の試みを処

理するため、ソフトクライアントでは、SIP登録要求のSupportedヘッダーに次のタグを挿入でき
ます。

• x-cisco-duplicate-reg-：このタグがある場合、Cisco Unified Communications Managerは自動的
に2つ目のソフトクライアントを登録して最初のソフトクライアントの登録を削除します。

• x-cisco-graceful-reg：このタグにより、既存のセッションを自動的にキャンセルしなくても、
登録済みのデバイス名に登録を試みているソフトクライアントが、既存の登録セッションを

上書きできます。このタグがある場合、Cisco Unified Communications Managerは新しい登録
の試みを拒否してSIP403メッセージを返します。ソフトクライアントは、x-cisco-duplicate-reg
タグのみを使用して新しい登録の試みを送信することで、最初のソフトクライアントを再登

録するか、または登録の試みを中止することで、最初のソフトクライアントの登録をそのま

ま残すことができます。

両方のタグがある場合、CiscoUnified CommunicationsManagerは x-graceful-regタグを優先します。

ソフトキー処理

管理者は、Cisco Unified Communications Managerの管理ページを使用して、電話機に表示される
ソフトキーセットを変更できます。キーの追加と削除、およびキー位置の変更ができます。こ

のデータはデータベースに書き込まれ、電話機の登録/初期化プロセスの一部として、Stationメッ
セージで SCCPを実行する電話機へ送信されます。ただし、SIPをサポートする Cisco Unified IP
Phoneでは Stationメッセージでキーが送信されず、Cisco Unified Communications Manager TFTP
サーバがソフトキーセットの含まれたファイルを作成します。 SIPを実行する電話機はそのファ
イルを TFTPサーバから取得し、電話機に内蔵されたソフトキーセットが、新しいソフトキー
セットで上書きされます。これにより、Cisco Unified Communications Managerはデフォルトのソ
フトキーを変更できます。また、Cisco Unified Communications Managerはソフトキーイベントを
操作することで、一部の電話機レベルの機能を直接制御できます。

[ソフトキーテンプレートの設定(SoftkeyTemplateConfiguration)]ウィンドウを使用して設定した機
能が SIPを実行する電話機でサポートされていない場合、そのソフトキーは表示されますが、そ
のキーが有効でないというメッセージが電話機に表示されます。この動作は、SCCPを実行する電
話機の動作と一貫性があります。
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[ダイヤル]ソフトキーは、SIPを実行している電話機が SRSTモードで動作しているときに、デ
フォルトのソフトキーセットの一部として表示されます。

SIPを実行しているCisco Unified IP Phone 7905、7912、7940、および 7960は、ソフトキーをダ
ウンロードしません。これらの電話機では、ソフトキーが電話機のファームウェアに内蔵さ

れています。

（注）

Unified Mobile Communications Server（UMCS）との連動
Cisco Unified Communications Managerは、UMCSと連動することで、Cisco Unified Communications
Managerの機能を Cisco Unified Mobile Communicatorデバイスまで拡張できます。 UMCSは、1つ
以上の TCP接続上で SIPを使用して、Cisco Unified Communications Managerと通信します。各
TCP接続は、複数のユーザで共有できます。
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